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「……桃畑のおじさんに箱につめられ汽車

ポッポー……」（なつメロから）

　県より24年連続「献上桃」の指定を受けた。

　農家が一個一個大事に育て出荷する。市場

で値が付けられていく様子を見る機会を得

た。「もうちょっと高く値を付けて！」と願

い見守った。桑折のブランド「あかつき」か

ら晩生種まで、市場では今年も大きな期待を

持ち、入荷を待っていますよ。

川名　静子

～熱い夏がきたぞ！～

■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　渡　邉　英　直

委員　斉　藤　　　謙

委員　齋　藤　松　夫
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東京オリ・パラに献上桃の提供を
（一般質問・10名登壇）
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東京青果で「桃」のセリが始まる

 － 醸芳幼稚園〝たなばた祭り〟 －

P17に関連記事が



町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正　
平
成
28
年
中
の
総
所
得
金
額
及
び

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
等
が
確
定

し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

税
の
算
定
に
用
い
る
所
得
割
等
の
按

分
率
及
び
軽
減
額
の
改
正
を
行
う
も

の
。

桑
折
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
全
面
張
替

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
７
，
９
４
１
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
53
億
７
４
２
万
２
千
円

と
す
る
も
の
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
国
庫
支
出
金

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

・
県
支
出
金

　
除
染
対
策
事
業
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
２
６
９
万
３
千
円

・
繰
入
金

　
文
教
施
設
建
設
基
金
繰
入
金50

万
円

　
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
繰
入
金

１
，
６
１
５
万
６
千
円

　�

が
ん
ば
る
ふ
る
さ
と
・
桑
折
応
援

基
金
繰
入
金
　
　
　
１
４
１
万
円

・
繰
越
金

　
前
年
度
繰
越
金

３
，
３
８
６
万
３
千
円

・
諸
収
入

　
雑
収
入
　
　
　
　
　
　
　
34
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

１
，
８
９
４
万
６
千
円

・
町
債

　
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業
債

４
５
０
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
総
務
費

　
庁
舎
建
設
測
量
分
筆
業
務

１
，
２
０
０
万
円

・
農
林
水
産
業
費

　
イ
ノ
シ
シ
用
檻
５
台
　
　
41
万
円

　�

半
田
沼
、
西
根
堰
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業

１
，
５
１
３
万
６
千
円

・
農
林
水
産
業
費

　
里
山
林
整
備
モ
デ
ル
事
業

５
０
０
万
円

・
商
工
費

　�

西
根
堰
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
協
賛
金

２
０
０
万
円

・
教
育
費

　�

醸
芳
幼
稚
園
舎
改
修
工
事
再
入
札

５
０
０
万
円

・
教
育
費

　�

桑
折
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝
改
修

工
事
　
　
　
　
３
，
４
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
32
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
15
億
８
，
４
７
７
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
国
民
健
康
保
険
税

▲
３
，
０
０
０
万
円

・
国
庫
支
出
金
　
　
　
32
万
２
千
円

・
繰
入
金
　
　
　
３
，
０
０
０
万
円

《
歳
出
》

・
一
般
管
理
費

　
電
子
計
算
機
処
理
委
託32

万
２
千
円

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

　
地
方
税
法
の
規
定
で
議
会
の
同
意

が
求
め
ら
れ
た
。
９
月
30
日
任
期
満

了
と
な
る
た
め
次
の
者
を
選
任
し
た
。

　
住
所
　
万
正
寺
字
弁
天
水
11
番
の
11

　
氏
名
　
本
望
　
裕
一
　
　（
再
任
）

昭
和
26
年
７
月
１
日
生

　
住
所
　
万
正
寺
字
弁
天
水
10
番
の
５

　
氏
名
　
鈴
木
　
敏
弘
　
　（
新
任
）

昭
和
30
年
４
月
３
日
生

「
国
の『
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
』
の

継
続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援

を
求
め
る
意
見
書
」提
出
を
求
め
る
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　
福
島
県
福
島
市
上
浜
町
10
―
38

　
　
福
島
県
教
職
員
組
合

　
中
央
執
行
委
員
長
　
角
田
　
政
志

　
福
島
県
伊
達
市
保
原
町
字
旭
町
32

　
　
福
島
県
教
職
員
組
合
伊
達
支
部

　
支
部
長
　
酒
井
　
克
幸

〔
審
査
委
員
会
〕

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
採
　
択（
意
見
書
提
出
）
…
Ｐ
26
へ
掲
載

◆
陳
情
と
は

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
要
望
等
、
町
政
に

反
映
さ
せ
る
制
度
で
す
。

※�

陳
情
書
の
作
成
・
提

出
方
法
に
つ
い
て
は

議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
電
話
５
８
２
―

　
２
１
１
３
）

保
険
料
０
・
３
％

３
４
９
円
ア
ッ
プ
に

条
例
改
正

補
正
予
算

同
　
　
意

平成 29 年度  国民健康保険税のあん分率表

医療給付費分 前年度対比 高齢者医療支援金分 前年度対比 介護納付金分 前年度対比

あ

ん

分

率

所　　得　　割 6.45％ 0.14％ 2.06％ 0.36％ 2.25％ △ 0.16％

資　　産　　割 18.80％ △ 5.93％ 6.05％ △ 0.79％ 9.69％ △ 3.53％

均等割（被保険者１人あたり） 23,100 円 600 円 7,500 円 1,200 円 9,700 円 △ 300 円

平等割

（１世帯あたり） 19,500 円 200 円 6,300 円 700 円
（１世帯あたり）

5,300 円
△ 600 円（特定世帯） 9,750 円 △ 100 円 3,150 円 350 円

（特定継続世帯） 14,625 円 △ 150 円 4,725 円 525 円

軽

減

額

７
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 16,170 円 420 円 5,250 円 840 円 6,790 円 △ 210 円

平等割

（１世帯あたり） 13,650 円 △ 140 円 4,410 円 490 円
（１世帯あたり）

3,710 円
△ 420 円（特定世帯） 6,825 円 △ 70 円 2,205 円 245 円

（特定継続世帯） 10,238 円 △ 105 円 3,308 円 368 円

５
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 11,550 円 300 円 3,750 円 600 円 4,850 円 △ 150 円

平等割

（１世帯あたり） 9,750 円 △ 100 円 3,150 円 350 円
（１世帯あたり）

2,650 円
△ 300 円（特定世帯） 4,875 円 △ 50 円 1,575 円 175 円

（特定継続世帯） 7,313 円 △ 75 円 2,363 円 263 円

２
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 4,620 円 120 円 1,500 円 240 円 1,940 円 △ 60 円

平等割

（１世帯あたり） 3,900 円 △ 40 円 1,260 円 140 円
（１世帯あたり）

1,060 円
△ 120 円（特定世帯） 1,950 円 △ 20 円 630 円 70 円

（特定継続世帯） 2,925 円 △ 30 円 945 円 105 円

６

定
月

例
会

　
平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
６
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
７
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
１
件
、
補
正
予
算
２
件
、
報

告
４
件
、
同
意
12
件
、
陳
情
１
件
、
議
会
よ
り
発
委
１
件
、
発
議
２
件
計
23
件

で
、
一
部
を
除
き
可
決
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

陳
情
審
査
結
果

氏　名 住　所 生年月日

佐藤　　親 下郡字遠上 9-1 昭和41年11月29日

小野　策七 谷地字道窪 19 昭和24年11月7日

浅尾日出夫 松原字東前 22 昭和21年2月3日

浅尾　国英 成田字堰下 2 昭和32年1月29日

安永　吉克 字落合 60 昭和35年7月3日

朽木　直博 字西町 73 昭和15年10月19日

佐藤　徳雄 字北町 16 昭和25年1月25日

古川　　清 北半田字畑中10 昭和51年12月5日

後藤　益男 伊達崎字舘下31-1 昭和27年8月15日

朽木　泰男 上郡字根岸前19-4 昭和24年6月16日

農業委員会委員の任命

　農業委員会等に関する法律の規定により議

会の同意が求められ、新たに次の委員10名

を任命することに同意した。

議会だより――議会だより3 2 



ズバリ町政を問う60分町政を問う60分
10 名登壇

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

一般 質 問

登壇議員 質　問　項　目

渡　邉　英　直

・「献上桃の郷こおり」ＧＡＰ取得の推進について
・有害鳥獣被害ゼロを目指す取り組みについて
・国道４号ＩＣ周辺の開発について
・機能別消防団の活動強化について
・今年のトップセールス活動について

川　名　静　子

・「桑折町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の進捗状況に関して
・職員の健康管理に関して
・高齢者の足の確保に関して
・グラウンド・ゴルフ練習場の確保に関して
・生涯学習のさらなる推進に関して
・町の歴史を守り継ぐ政策に関して
・禁煙防止対策推進に関して

佐　藤　武　朗

・移住・定住の取り組みについて
・国道４号インターチェンジ周辺の計画推進状況について
・西山城跡地の整備計画について
・高齢者健康維持に対する取り組みについて
・役場庁舎建設と跡地の利活用について

佐　藤　榮　三
・農業振興活動拠点整備事業の進捗状況について

・地域資源を活かした「６次化商品」開発への取り組みについて

原　　　賢　志
・旧伊達崎幼稚園の改装スケジュールと委託事業について

・歴史的風致維持向上計画について

半　澤　　　高

・新庁舎建設について
・現庁舎跡地の利活用について
・中心市街地活性化等について
・ラスパイレス指数改善の抜本的対策について

齋　藤　松　夫

・侵入防止柵全線設置に続く新たな有害鳥獣対策について
・「桑折町再生可能エネルギー推進計画」（平成29年３月策定）について
・うぶかの郷用既設源泉（大かや園源泉）調査検討業務（産ヶ沢右岸）報告書について
・公営住宅のあり方及び桑折町長寿命化計画策定報告書（平成29年３月策定）について
・庁舎建設基本構想（平成29年３月策定）及び建設位置選定について

岩　﨑　久　男

・自衛隊員の将来に重大な影響を与える「憲法改正問題」について
・「21世紀追分推進プロジェクト」について
・都市計画法第34条11号について
・国保の都道府県化について

斉　藤　　　謙

・公共施設等総合管理計画等に関して
・自転車購入時に保険加入を義務付ける条例制定に関して
・全国学力テストの結果等に関して
・2025年問題等に関して
・仮称国道４号ＩＣ周辺の整備計画等に関して
・財政運営等に関して

羽根田　八千代

・有害鳥獣対策に万全を期すべきことについて
・学校給食の減塩対策について
・高齢者支援・福祉タクシー利用券給付について
・インバウンドによる地域活性化について
・「ふくしま。ＧＡＰチャレンジ宣言」について

東京オリ・パラに献上桃の提供を
　　　関係団体とともに早期取得へ

ど
う
す
る
鳥
獣
被
害
ゼ
ロ
に
す
る
策
は

　
緩
衝
帯
整
備
に
補
正
予
算
を
計
上

○�一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間

60分で行われます。

○�内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。

◯一般質問の様子は桑折町議会のホームページ（録画）でご覧いただけます。

　「
福
島
Ｇ
Ａ
Ｐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
」

が
行
わ
れ
福
島
県
農
産
物
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
、
ま
た
風
評
の
払
拭

を
図
る
た
め
に
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
を

推
進
す
る
と
と
も
に「
献
上
桃
の
郷

こ
お
り
」
の
桃
を
は
じ
め
と
す
る
農

産
物
を
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
提
供
で
き
る
こ
と
を

見
さ
だ
め
て
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
意
義
と
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

答
　
町
長
　
農
産
物
の
安
全
性
の
客

観
的
評
価
、
品
質
の
向
上
、
産
地
間

競
争
の
強
化
、
農
業
経
営
の
改
善
や

効
率
化
、
消
費
者
の
信
頼
確
保
が
期

待
で
き
る
。

問
　
個
別
認
証
と
団
体
認
証
が
あ
る

が
ど
ち
ら
を
推
進
す
る
か
。

答
　
農
業
団
体
に
あ
っ
て
は
、
団
体

認
証
を
得
る
方
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ス
ム
ー
ズ
に
認
証
が
得
ら
れ
る
支
援

を
す
る
。

問
　
認
証
に
向
け
、
農
業
団
体
・
行

政
・
県
の
連
携
を
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
。

答
　
県
、
農
業
団
体
、
行
政
と
連
絡

会
等
を
組
織
し
、
指
導
員
の
育
成
、

確
保
の
支
援
な
ど
、
早
期
取
得
に
向

け
て
取
り
組
む
。

問
　
認
証
取
得
に
向
け
て
の
周
知
は
。

答
　
農
業
団
体
が
主
体
的
に
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
が
、
町
も
協
力
し
て

い
く
。

― 献上桃もオリンピックに参加させるぞ ―

渡 邉 英 直 議員

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
低
減
を
は
か
る
た

め
侵
入
防
止
柵
の
設
置
は
完
了
し
た

が
、
今
後
の
鳥
獣
被
害
ゼ
ロ
を
目
ざ

す
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

問
　
柵
の
内
側
の
被
害
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

答
　
町
長
　
有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊

の
協
力
を
得
て
捕
獲
に
努
め
る
。
ま

た
、
檻
罠
の
購
入
費
を
追
加
計
上
し

た
。

問
　
里
山
林
整
備
事
業
の
充
実
を
図

る
べ
き
こ
と
は
。

答
　
侵
入
防
止
柵
と
緩
衝
帯
を
一
体

化
す
る
こ
と
で
侵
入
防
止
効
果
を
一

層
向
上
さ
せ
る
た
め
延
長
５
，
０
０

０
m
の
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

問
　
放
任
果
樹
園
、
耕
作
放
棄
地
の

エ
サ
場
や
隠
れ
場
所
の
解
消
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
関
係
機
関
と
協
力
し
て
農
業
者

に
対
し
て
そ
の
解
消
に
向
け
て
協
議

を
進
め
る
。

問
　
国
道
４
号
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
は

　
　
答
　
土
地
利
用
転
換
の
可
能
性
を
確
認

問
　
機
能
別
消
防
団
の
活
動
強
化
は

　
　
答
　�

消
防
団
を
補
完
す
る
組
織
と
し
て
期
待

問
　
29
年
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
予
定
は

　
　
答
　
首
都
圏
や
仙
台
圏
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
を
実
施

これも 質 問
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

川 名 静 子 議員

　
本
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
２
０

３
５
年
に
１
万
人
を
下
回
る
推
計
結

果
。
積
極
的
に
移
住
・
定
住
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
、
体
系
的
な
取
り
組
み
が
必
要
。

問
　
移
住
・
定
住
の
促
進
を
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
か
伺
う
。

答
　
町
長
　
町
の
魅
力
発
信
、
既
存

企
業
と
の
連
携
や
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
確
保
、
教
育
や
子
育
て
支
援
の

充
実
、
居
住
環
境
の
整
備
等
、
複
合

的
に
連
携
さ
せ
、
促
進
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
新
た
に
若
者
定
住
促
進
事

業
を
導
入
し
た
。

問
　
移
住
・
定
住
の
専
属
相
談
窓
口

や
係
の
設
置
は
。

答
　
今
年
度
か
ら
政
策
推
進
課
が
総

合
的
な
案
内
と
情
報
発
信
、
全
庁
一

体
的
に
移
住
・
定
住
の
促
進
に
取
り

組
む
。

問
　
移
住
・
定
住
者
の
確
保
に
む
け

た
年
次
目
標
は
。

答
　
平
成
33
年
度
に
若
者
世
代
の
定

住
率
を
64
％
に
、
若
者
・
移
住
者
の

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
助
成
件
数
を
累
計

50
件
程
度
に
す
る
。

　
〜
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
供
た
ち
を

守
ろ
う
〜
と「
世
界
禁
煙
デ
ー
」が
制

定
。
特
に
副
流
煙
の
害
が
大
き
い
。

健
康
を
守
る
婦
人
連
盟
は「
学
び
と

実
践
健
康
長
寿
は
家
庭
か
ら
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
活
動
し
て
い
る
。

本
町
の
こ
お
り
健
康
プ
ラ
ン
に
示
さ

れ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

問
　
喫
煙
率
減
少
の
具
体
策
は
。

答
　
町
長
　
各
種
健
診
時
や
保
健
指

導
時
、
母
子
手
帳
交
付
時
に
も
喫
煙

指
導
を
。

問
　
公
務
員
が
ま
ず
禁
煙
の
模
範
に
、

電
子
タ
バ
コ
の
使
用
も
あ
る
の
で
は
。

答
　
役
場
等
庁
舎
内
で
は
建
物
内
は

禁
煙
、
教
育
施
設
で
は
敷
地
内
禁
煙

を
行
う
な
ど
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

基
づ
き
適
切
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
煙
か
ら
子
ど
も
を
守
る
喫
煙
防

止
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

答
　
乳
幼
児
健
診
時
や
中
学
生
の
思

春
期
体
験
講
座
時
に
も
、
喫
煙
が
及

ぼ
す
健
康
リ
ス
ク
の
指
導
も
。

禁煙の手本はまず町長から
　　　１日の本数を減らす努力を

　
総
合
戦
略
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
町
を
離
れ

る
理
由
の
第
一
位
が「
働
く
場
が
な

い
。」こ
れ
に
対
す
る
策
は
。

答
　
有
効
求
人
倍
率
は
１
倍
を
上

回
っ
て
い
る
。
既
存
企
業
と
緊
密
な

連
携
、
新
た
な
企
業
誘
致
等
へ
取
り

組
む
。

問
　
若
者
・
子
育
て
世
帯
へ
の
低
廉

な
家
賃
設
定
に
よ
る
町
営
住
宅
を
提

供
す
る
計
画
は
。

答
　
雇
用
促
進
住
宅
が
活
用
で
き
な

く
な
っ
た
。
事
業
の
具
現
化
に
向
け

　
医
療
技
術
等
の
進
歩
で
平
均
寿
命

が
延
び
、
老
年
人
口
比
率
も
約
35
％
。

高
齢
者
は
家
族
や
身
内
に
心
配
を
か

け
な
い
、
元
気
で
あ
り
た
い
と
願
う

も
の
。

問
　
健
康
寿
命
延
伸
策
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。

答
　
町
長
　
高
齢
者
や
シ
ニ
ア
世
代

を
対
象
に
介
護
予
防
や
介
護
重
症
化

予
防
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年
度

か
ら「
桑
折
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
。
イ
コ
ー
ゼ
で
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
、
大
か
や
園

等
で
は「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」を
実

施
。
運
動
習
慣
づ
く
り
や
、
介
護
予

防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
高
齢
者
が
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
、
健
康
維
持
を
図
っ
て
い
る

各
種
団
体
が
あ
る
。
団
体
等
の
実
態

把
握
、
行
政
と
し
て
の
支
援
策
は
。

答
　
健
康
維
持
の
た
め
の
有
効
な
手

段
。
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
け
る

町
長
杯
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
等
、
体
育

協
会
等
を
通
じ
て
各
種
団
体
に
お
け

る
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援
に
努
め

て
い
る
。

検
討
す
る
。

問
　
企
業
等
へ「
働
き
方
改
革
」特
に

子
育
て
中
の
人
達
の
理
解
あ
る
就
労

時
間
等
を
ど
の
よ
う
に
促
進
し
た
か
。

答
　
町
内
事
業
所
へ
町
主
催
の
関
連

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
実

施
し
た
。

問
　
不
妊
治
療
は
大
方
40
歳
前
後
の

方
が
利
用
。
年
収
７
３
０
万
円
の
基

準
を
上
げ
な
け
れ
ば
利
用
が
不
可
だ
。

考
え
は
。

答
　
基
準
は
あ
く
ま
で
県
の
対
象
要

件
に
基
づ
い
て
い
る
。
町
独
自
の
助

成
も
追
加
し
た
。

問
　
西
山
城
跡
の
整
備
中
の
来
訪
者
対
応
は

　
　
答
　
本
丸
城
址
碑
に
「
散
策
マ
ッ
プ
」
を
準
備

問
　
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
年
次
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
　
答
　�

総
合
計
画
の
予
定
に
そ
っ
て
、
鋭
意
事
業
を
進
め
る

問
　
現
庁
舎
跡
地
の
利
用
計
画
を
早
期
に
方
針
を

　
　
答
　
定
住
人
口
増
加
の
視
点
で
検
討
す
る

問
　
※

Ｇ
Ｇ
愛
好
者
た
ち
の
練
習
は
ど
こ
で

　
　
答
　「
あ
ぶ
く
ま
水
辺
の
学
校
」
の
事
業
等
か
ら
模
索
す
る

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
略

問
　
４
地
区
公
民
館
長
は
誰
が
ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
か

　
　
答
　�

各
地
区
住
民
自
治
協
議
会
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る

問
　
国
道
は
素
通
り
、「
桑
折
宿
」
の
誘
導
標
識
で
町
中
へ

　
　
答
　
必
要
性
を
含
め
検
討
し
て
い
く

これも 質 問 これも 質 問

佐 藤 武 朗 議員

― 健康は自らの努力も必要では ―― 移住・定住　ひきうけた！ ―

女
性
達
の
働
き
方
へ
理
解
は
あ
る
か

　
町
内
事
業
所
へ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

移住・定住の専属相談窓口は
　　　政策推進課が総合的な案内

健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
は

　「
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
設
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

問
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
さ
れ
た
各
年
度

に
お
け
る
、
史
跡
桑
折
西
山
城
跡
整

備
事
業
及
び
西
山
城
跡
周
辺
整
備
事

業
の
具
体
的
事
業
内
容
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
28
年
度
か
ら
着
手
し
て

お
り
、
30
年
度
ま
で
に
樹
木
の
伐
採

と
遺
構
保
護
の
盛
土
工
事
、
31
年
度

ま
で
に
は
本
丸
の
中
心
建
物
の
平
面

表
示
、
西
舘
の
枡
形
状
虎
口
等
の
復

元
工
事
を
、
32
年
度
ま
で
に
は
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
や
駐
車
場
、
案
内
表
示

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。
城
跡
整

備
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
、
来
訪

者
用
の
駐
車
場
整
備
や
ア
ク
セ
ス
道

路
改
修
等
の
周
辺
整
備
を
進
め
る
が
、

大
型
バ
ス
へ
の
対
応
は
難
し
い
。
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
や
事
業

内
容
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
り
専
門

家
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
協
議
の
必
要

が
あ
る
。
伊
達
朝
宗
墓
所
の
周
辺
整

備
に
つ
い
て
整
備
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、
内
容
・
時
期
等
に
関

し
て
は
更
に
検
討
を
要
す
る
。

西山城跡及び周辺整備の内容は
　　　整備内容・計画の再検討が必要

旧伊達崎幼稚園の利用開始時期は
　来春オープン新たな商品も開発中

６
次
化
商
品
開
発
へ
の
取
り
組
み
は

　
開
発
を
振
興
公
社
に
委
託
し
進
め
て
い
る

佐 藤 榮 三 議員

問
　
旧
伊
達
崎
幼
稚
園
舎
及
び
敷
地
の
改

装
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
桑
折
町
振
興
公
社
へ

の
具
体
的
委
託
内
容
・
事
業
開
始
時
期
を

伺
う
。

答
　
町
長
　
施
設
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

①
６
次
化
推
進
拠
点
、
②「
食
」と「
農
」の

学
び
と
交
流
の
拠
点
、
③
豊
か
な
農
作
物

を
味
わ
う「
食
」の
拠
点
と
し
て
の
魅
力
発

信
基
地
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
ソ
フ

ト
面
を
担
う
振
興
公
社
や
調
理
師
学
校
講

師
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
面

を
町
が
整
備
し
て
い
く
。
公
社
の
意
見
を

盛
り
込
ん
だ
実
施
設
計
を
決
定
し
工
事
に

着
手
し
来
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
い
く
。

　
現
在
、
桃
を
活
か
し
た
新
た
な
６
次
化

商
品
を
、
全
国
的
に
有
名
な
菓
子
メ
ー

カ
ー
と
ご
当
地
商
品
と
し
て
今
秋
を
目
途

に
開
発
中
で
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、

当
初
40
万
個
位
を
東
日
本
で
販
売
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問
　
今
後
の
６
次
化
商
品
に
つ
い
て

は
桑
折
町
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

商
品
開
発
を
両
農
協
部
会
や
商
工
会

な
ど
、
関
係
団
体
と
連
携
し
進
め
て

行
く
。
女
性
を
中
心
と
し
た
運
営
や

多
く
の
皆
様
の
６
次
化
商
品
の
開
発

研
究
に
農
業
振
興
活
動
拠
点
施
設
を

利
用
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
だ
が
。

答
　
町
長
　
振
興
公
社
に
お
い
て
開

発
に
着
手
し
た
。

問
　
関
係
団
体
等
と
の
協
議
の
状
況

は
。

答
　
振
興
公
社
と
共
に
関
係
機
関
等

と
の
連
絡
調
整
に
努
め
原
材
料
の
調

達
は
地
元
農
産
物
の
活
用
を
図
る
様

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
伊
達
崎
幼
稚
園
跡
地
利
用
の「
農
業
振
興
活
動

拠
点
事
業
」
に
つ
い
て
３
月
定
例
会
答
弁
で
は
今
秋

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
す
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
伊
達
崎

地
区
住
民
や
多
く
の
町
民
が
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
本
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農
産
物
直
売
所
に
つ
い
て

概
要
等
の
説
明
は
。

答
　
町
長
　
農
業
振
興
活
動
拠
点
に
つ
い
て
は
現
在

実
施
設
計
を
進
め
て
お
り
施
設
の
概
要
が
固
ま
り
次

第
速
や
か
に
説
明
会
を
開
催
す
る
。

問
　
農
業
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
従
事
者
の
選
定
は
。

答
　
桑
折
町
振
興
公
社
に
管
理
運
営
委
託
、
公
社
に

於
い
て
今
後
募
集
を
予
定
す
る
。
将
来
桑
折
町
で
起

業
を
目
指
す
若
者
や
食
や
料
理
に
興
味
の
有
る
若
者

な
ど
を
中
心
に
料
理
専
門
家
や
子
育
て
世
代
の
女
性

達
等
を
交
え
た
企
画
運
営
の
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
。

問
　
施
設
運
営
に
対
し
て
地
区
住
民
へ
の
協
力
要
請

等
が
あ
る
も
の
か
。

答
　
施
設
運
営
に
つ
い
て
は「
食
」と「
農
」を
通
じ
た

交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
継
続
的
に
発
揮
す
る
た

め
地
区
住
民
は
も
と
よ
り
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

農業振興活動拠点整備事業の進捗は
　　　オープンは桃の開花時期に合わせ４月とする

原 　 賢 志 議員

― 体制を強化するため新たに事務所を開設 ―

― 29 年度盛土を行う西山常城本丸 ―

議会だより――議会だより9 8 



　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

問
　「
ま
ち
づ
く
り
」
及
び「
町
保
有

地
有
効
活
用
」
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

新
庁
舎
は
福
島
蚕
糸
跡
地
と
し
、
４

号
線
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
醸
中
跡

地
は
、
地
域
振
興
の
た
め
の
活
用
を

図
る
と
い
う
判
断
を
す
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
建
設
位
置

に
つ
い
て
こ
そ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

べ
き
だ
っ
た
の
で
な
い
か
。

答
　
町
長
　
蚕
糸
跡
地
は
国
庫
補
助

金
返
還
が
生
じ
る
こ
と
、
仮
設
住
宅

解
消
時
期
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
創

設
さ
れ
た「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急

保
全
事
業
」
の
期
限
が
平
成
32
年
ま

で
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
検
討
委
員
会

に
示
し
、
総
合
的
判
断
か
ら
醸
中
跡

地
が
適
地
で
あ
る
と
の
意
見
書
を
い

た
だ
き
決
定
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
決
定
経
過
を

ふ
ま
え
、
自
由
記
載
欄
で
ご
意
見
を

い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

新庁舎位置は蚕糸跡とすべきでは
　　　総合的判断から醸中跡地と決定

有
害
鳥
獣
対
策
・
議
会
決
議
へ
の
対
応
は

　
関
係
住
民
と
協
議
重
ね
対
処

　
５
月
臨
時
会
で「
有
害
鳥
獣
対
策

に
万
全
を
期
す
べ
き
事
を
求
め
る
決

議
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
ど
う

対
処
す
る
考
え
か
伺
う
。

問
　
こ
の
対
策
に
当
た
っ
て
は
、
①

半
田
・
睦
合
地
区
に
対
策
協
議
会
的

な
も
の
を
つ
く
り
、
と
も
に
知
恵
と

力
を
出
し
合
う
こ
と
が
必
要
だ
。
②

侵
入
防
止
柵
が
真
に
効
果
を
発
揮
す

る
た
め
の
対
策
が
重
要
だ
。
そ
の
た

め
柵
を
線
か
ら
面（
円
）へ
と
発
展
さ

せ
て
は
ど
う
か
。
③
そ
の
た
め
の
十

分
な
予
算
措
置
も
必
要
だ
。
こ
の
点

の
所
見
は
。

答
　
町
長
　
侵
入
防
止
効
果
を
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
今
議
会
に
５
，
０
０

０
メ
ー
ト
ル
の
緩
衝
帯
設
置
予
算
を

計
上
し
た
。
ま
た
柵
内
側
の
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
の
た
め
に
、
檻
罠
５
個
分
の

予
算
も
追
加
計
上
し
た
。
今
後
の
対

策
は
、
関
係
住
民
と
良
く
協
議
を
行

い
な
が
ら
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た

い
。

基本計画の進捗状況は
　７月初旬に素案を固める

　
今
後
の
商
店
街
活
性
化
等
に
つ
い

て
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
⑴
新
庁
舎
の
移
転
先
が
旧
醸
中

跡
地
と
な
り
商
店
街
か
ら
離
れ
る
が
、

今
後
の
商
店
街
の
活
性
化
策
や
賑
わ

い
の
創
出
策
は
。

答
　
町
長
　
⑴
町
商
工
会
や
金
融
機

関
等
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
継
続

し
、
今
後
と
も
関
係
団
体
が
実
施
す

る
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
支
援
し
て

い
く
。

問
　
⑵
ふ
れ
あ
い
公
園
に
今
秋
屋
外

ス
テ
ー
ジ
が
完
成
し
、
今
後
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

の
中
心
市
街
地
へ
の
回
遊
に
つ
い
て
。

答
　
⑵
町
商
工
会
や
各
商
店
会
等
と

協
議
し
、
誘
導
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
は

　
　
答
　
広
く
町
民
の
声
を
聴
き
検
討

問
　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
抜
本
的
改
善
策
は

　
　
答
　
職
員
労
働
組
合
と
協
議
を
進
め
て
い
る

これも 質 問

齋 藤 松 夫 議員 半 澤 　 高 議員

　
新
庁
舎
建
設
に
関
し
て
次
の
点
を

伺
う
。

問
　
⑴
基
本
計
画
策
定
の
進
捗
状
況

は
。

答
　
町
長
　
⑴
議
会
役
場
庁
舎
建
設

調
査
特
別
委
員
会
で
の
説
明
の
後
、

７
月
初
旬
ま
で
に
は
素
案
を
固
め
、

町
民
に
対
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
及
び
説
明
会
を
実
施
す
る
。

問
　
⑵
新
庁
舎
建
設
や
プ
ー
ル
撤
去

工
事
に
お
け
る
近
隣
へ
の
配
慮
は
。

答
　
⑵
近
隣
住
民
に
周
知
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
工
事
内
容
に
応
じ
て

説
明
会
を
開
催
す
る
。
施
工
業
者
に

対
し
て
も
配
慮
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

商
店
街
活
性
化
・
賑
わ
い
の
創
出
は

　
関
係
団
体
の
事
業
を
支
援
す
る

― 賑わいはどうする？ ―
― 無残に荒らされたジャガイモ畑 　
　 柵の内側にいるイノシシの仕業 ―

問
　
大
か
や
園
源
泉
利
用
調
査
報
告
内
容
に
疑
問
あ
り

　
　
答
　
再
調
査
を
す
る

問
　
う
ぶ
か
の
郷
の
加
温
設
備
に
木
質
燃
料
検
討
はど

の
段
階
に

　
　
答
　�

さ
ら
に
調
査
研
究
を
継
続

問
　
坂
下
町
営
住
宅
新
規
募
集
し
な
い
方
針
に
異
議
あ
り

　
　
答
　
空
き
棟
数
３
戸
の
う
ち
２
戸
は
募
集

これも 質 問
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

斉 藤 　 謙 議員 岩 﨑 久 男 議員

　
平
成
30
年
か
ら
国
保
運
営
を
都
道

府
県
と
市
町
村
が
運
営
す
る
こ
と
に

な
り
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
町
の
国
保
世
帯
数
、
加
入
者
は
。

答
　
町
長
　
平
成
29
年
４
月
末
現
在

１
，
８
６
７
世
帯
３
，
１
０
９
人
だ
。

問
　
一
人
あ
た
り
の
28
年
度
国
保
料

額
は
い
く
ら
か
。
29
年
度
の
国
保
料

額
は
。

答
　
平
成
28
年
の
一
人
あ
た
り
国
保

税
額
１
１
１
，
２
６
８
円
で
、
29
年

度
は
１
１
１
，
６
１
７
円
だ
。

問
　
⑴
安
倍
首
相
は
憲
法
施
行
70
年

の
節
目
に
当
た
る
今
年
５
月
３
日
、

２
０
２
０
年
に
新
し
い
憲
法
が
施
行

さ
れ
る
年
と
表
明
し
た
が
、
憲
法
９

条
に
自
衛
隊
の
存
在
を
書
き
込
む
な

ど
そ
の
政
治
姿
勢
が
あ
ま
り
に
も
ひ

ど
す
ぎ
る
。
憲
法
の
尊
重
擁
護
義
務

が
あ
る
首
相
が
期
限
を
区
切
っ
て
改

憲
を
提
唱
す
る
こ
と
自
体
が
問
題
で

あ
る
。
国
会
で
質
問
さ
れ
る
と「
読

売
新
聞
」
を
熟
読
し
て
欲
し
い
発
言

を
す
る
な
ど
、
議
会
政
治
さ
え
否
定

す
る
も
の
で
民
主
主
義
の
国
で
は
考

え
ら
れ
な
い
暴
言
だ
。
国
の
根
幹
を

定
め
る
憲
法
に
つ
い
て
多
数
の
国
民

の
理
解
を
得
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
全

く
見
ら
れ
な
い
。
地
方
自
治
体
の
首

長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
で
い

る
か
所
見
を
伺
う
。

　
⑵
憲
法
改
正
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

憲
法
を
暮
ら
し
と
町
政
に
生
か
す
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

答
　
町
長
　
⑴
⑵
憲
法
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
ま
さ
に
我
が
国
の
基
本

的
な
枠
組
み
や
進
む
べ
き
道
に
関
わ

る
こ
と
で
、
社
会
情
勢
や
国
際
社
会

で
の
日
本
の
役
割
を
踏
ま
え
、
国
政

レ
ベ
ル
で
幅
広
く
丁
寧
に
議
論
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」
な
ど
現
憲
法
の
理
念
に
基

づ
い
て
、
町
政
運
営
を
実
施
し
て
お

り
今
後
と
も
そ
の
方
針
を
変
更
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

憲法９条は日本の宝では
　　　現憲法の理念に基づいて実施

― 憲法守る思いをこめた「九条たんぼ」
　　　　　　　　睦合 ふれあい会館前 ―

問
　
国
道
４
号
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
打
開
策
は

　
　
答
　
土
地
利
用
転
換
の
可
能
性
を
確
認

問
　
都
市
計
画
法
第
34
条
11
号
は

　
　
答
　
各
町
内
会
と
連
携
し
協
議
を
進
め
る

これも 質 問

問
　
２
０
２
５
年
問
題
に
関
し
て
、

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
り
後
期
高
齢
者
と
な
る

の
で
、
医
療
給
付
費
等
の
経
費
が
激

増
予
測
で
あ
る
が
、
将
来
の
医
療
費

抑
制
の
カ
ギ
は「
メ
タ
ボ
の
解
消
・

予
防
」に
あ
る
と
い
わ
れ「
特
定
健
診

率
」「
特
定
保
健
指
導
実
施
率
」
向
上

が
大
き
な
課
題
に
な
る
。
厚
労
省
の

調
査
結
果
で
は
、
メ
タ
ボ
と
判
定
さ

れ
た
人
の
年
間
医
療
費
は
、
他
の
人

と
比
較
し
て
平
均
９
万
円
高
く
、
医

療
費
抑
制
効
果
は
メ
タ
ボ
解
消
で
最

大
約
９
，
６
０
０
億
円
の
医
療
費
削

減
、
更
に
メ
タ
ボ
予
防
で
最
大
約
８
，

８
０
０
億
円
の
医
療
費
抑
制
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
当
町
で
は「
特
定
健

診
」
受
診
率
向
上
等
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
町
長
　
本
町
で
は
老
年
人
口
が

２
０
２
０
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
る
が
、
高
齢
化
率
は
そ
の
後
も

増
加
予
測
さ
れ
る
の
で
、
更
な
る

「
特
定
健
診
率
向
上
」を
図
る
た
め
に
、

地
域
の
理
解
・
支
援
を
得
な
が
ら
、

連
携
し
た
取
組
み
に
努
め
た
い
。

医療費抑制のカギは「特定健診率アップ」
　　　特定健診率アップに地域連携を図る

純
借
金
残
高
率
が
ア
ッ
プ
傾
向
に
あ
る

　
新
公
会
計
制
度
等
の
職
員
研
修
を
実
施
す
る

問
　
決
算
カ
ー
ド
を
分
析
す
る
と
、

今
後
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、
普
通
建

設
事
業
費
が
震
災
後
急
激
に
増
加
し
、

経
常
収
支
比
率
、
財
政
の
硬
直
化
は

改
善
さ
れ
ず
、
特
定
財
源（
補
助
金
）

を
活
用
し
て
も
、
地
方
債
、
物
件
費

等
の
経
費
増
加
に
な
る
。
特
に
借
金

に
よ
り
実
質
債
務
残
高
比
率（
純
借

金
残
高
）、
実
質
的
将
来
財
政
負
担

額
比
率
は
目
安
と
さ
れ
て
い
る
数
値

に
は
ほ
ど
遠
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
新
庁
舎
建
設
や
農
業
拠
点
整

備
等
、
各
種
の
事
業
計
画
を
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
行
い
財

政
計
画
と
の
整
合
性
を
持
っ
た
取
組

み
を
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

答
　
町
長
　
新
地
方
公
会
計
制
度
導

入
に
伴
い
、
職
員
研
修
等
を
実
施
し
、

各
種
指
標
の
分
析
力
向
上
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
中
期
財
政
計
画
を
総

合
計
画
の
実
施
計
画
に
併
せ
て
、
町

民
に
公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

― メタボ予防は健康の源 　　　
　　　　　　　 継続は力だよ ―

問
　
公
共
施
設
等
管
理
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を

　
　
答
　
今
後
20
年
間
で
改
修
費
用
約
20
億
円

問
　
自
転
車
購
入
時
に
保
険
加
入
義
務
条
例
を

　
　
答
　�

条
例
化
は
行
わ
ず
、
注
意
喚
起
を
行
う

問
　
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
許
可
得
る
為
の
飛
地
購
入
検
討

　
　
答
　
県
内
で
も
他
市
町
地
を
購
入
事
例
が
あ
り
研
究

これも 質 問

一人あたりの国保税額は
　29年度前年度より349円増
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一 般 質 問 　

「
ソ
ル
ベ
」
販
路
拡
大
は

　
Ａ
Ｎ
Ａ
ラ
ウ
ン
ジ
や
大
手
デ
パ
地
下
へ

　
29
年
度
、
交
通
手
段
の
確
保
が
難

し
い
高
齢
者
支
援
・
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
利
用
拡
充
は
、
対
象
と
な
る
町
民

に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
施
策
の
ひ

と
つ
だ
。
既
に
免
許
返
納
者
４
件
、

75
歳
以
上
の
人
の
み
で
構
成
さ
れ
て

い
る
世
帯
申
請
14
件
で
あ
る
。（
６

／
６
現
在
）
こ
の
支
援
策
に
つ
い
て

次
の
点
を
伺
う
。

問
　
⑴
町
民
へ
の
周
知
が
遅
れ
て
は

い
な
い
か
。

問
　
⑵
周
知
が
遅
れ
た
分
だ
け
申
請

が
遅
れ
、
給
付
券
枚
数
に
影
響
が
発

問
　
桑
折
町
の
キ
ー
ワ
ー
ド《
献
上

桃
の
郷
》
登
録
商
標
の
使
用
基
準
要

綱
の
作
成
は
。

答
　
町
長
　
町
内
産
生
食
桃
に
つ
い

て
は
原
則
と
し
て
Ｊ
Ａ
・
伊
達
果
実

両
農
協
の
光
セ
ン
サ
ー
を
通
し
た

「
特
秀
」以
上
に
限
定
す
る
な
ど
、
厳

格
な
品
質
管
理
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

細
部
に
つ
い
て
は
作
成
の
途
上
だ
。

問
　
認
証
を
得
ず
既
に
使
用
し
て
い

る
現
状
に
対
し
て
の
対
応
は
。

答
　
使
用
基
準
の
徹
底
を
し
て
い
く
。

問
　
桃
に
限
ら
ず
町
内
の
商
品
に
商

標
使
用
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
力
Ｕ

Ｐ
に
な
る
。
要
綱
作
成
は
急
務
で
は

な
い
か
。

生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
す

る
解
決
策
は
あ
る
か
。

答
　
町
長
　
⑴
⑵
周
知
が
５
月
後
半

と
な
っ
た
の
で
経
過
措
置
と
し
て
６

月
30
日
申
請
ま
で
６
，
５
０
０
円
分

の
タ
ク
シ
ー
券
交
付
と
す
る
。

問
　
75
歳
以
上
の
課
税
世
帯
の
基
準

日
は
、「
75
歳
の
誕
生
日
と
す
る
」等
、

よ
り
町
民
に
寄
り
添
う
検
討
を
。

答
　
検
討
す
る
。

答
　
厳
粛
な
ル
ー
ル
の
も
と
速
や
か

に
作
成
す
る
。

問
　
ソ
ル
ベ
を
多
く
の
町
民
に
食
し

て
頂
け
る
よ
う
な
策
は
。
ま
た
町
内

取
扱
店
増
に
よ
り
収
入
が
増
え
れ
ば

所
得
Ｕ
Ｐ
と
な
り
、
ひ
い
て
は
ブ
ラ

ン
ド
力
・
町
税
Ｕ
Ｐ
に
繫
が
る
の
で

は
。

答
　
今
ま
で
は
Ｐ
Ｒ
期
間
で
あ
っ
た

が
、
町
内
取
扱
店
舗
の
拡
大
に
努
め

る
ほ
か
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
ラ
ウ
ン
ジ
や
機

内
、
大
手
デ
パ
地
下
へ
業
務
用
提
供

も
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
力
や
利
益
に
も

つ
な
げ
る
。

高齢者福祉タクシー券具体策は
　　75歳以上の世帯にも申請により給付 羽根田八千代 議員

委
員
会
報
告

― 安心して出かける楽しみが ―

問
　
緩
衝
帯
設
置
は
15
㎞
全
線
予
算
化
を

　
　
答
　
ま
ず
、
５
，
０
０
０
m
を
10
カ
所
の
地
区
で

問
　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
次
は
Ｇ
Ｉ
と
就
農
支
援
を

　
　
答
　�

町
内
外
か
ら
後
継
者
育
成
に
努
め
る

問
　
学
校
給
食
の
減
塩
対
策
を

　
　
答
　
献
立
と
提
供
は
適
切
。
食
育
に
力
を

※
Ｇ
Ｉ
と
は
「
地
理
的
表
示
保
護
制
度
」

農
林
水
産
省
は
、
Ｇ
Ｉ
制
度
導
入
に
よ
り
、
生
産
業
者
の
利

益
の
保
護
を
図
る
と
同
時
に
、
農
林
水
産
業
や
関
連
産
業
の

発
展
、
需
要
者
の
利
益
を
図
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
る
。

これも 質 問

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委
員
長
　
原
　
　
　
賢
　
志

産

業

厚

生

常

任

委

員

会

委
員
長
　
佐
　
藤
　
武
　
朗

　
現
在
、
当
委
員
会
は
次
の
３
点
に

つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

・�

公
正
・
公
平
・
適
正
な
入
札
の
た

め
の
「
入
札
制
度
に
つ
い
て
」

　
本
町
に
お
け
る
入
札
参
加
資
格
審

査
や
等
級
別
格
付
基
準
の
評
点
方
法

等
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
の
現
状
把

握
を
し
な
が
ら
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

・�

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
の
「
健

　
当
委
員
会
は
、
閉
会
中
に
行
っ
て

き
た
所
管
事
務
調
査
の
う
ち
次
の
点

に
つ
い
て
調
査
報
告
を
行
っ
た
。

１
．
調
査
事
件

　
道
水
路
等
の
整
備
情
況
と
計
画
に

つ
い
て

２
．
調
査
目
的

　
町
民
の
安
全
な
生
活
環
境
確
保
の

た
め

全
財
政
に
つ
い
て
」

　
本
町
に
お
け
る
財
務
内
容
に
つ
い

て
、
行
政
改
革
の
取
組
状
況
や
決
算

カ
ー
ド
、
類
似
団
体
比
較
カ
ー
ド
を

基
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

・�

移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の

「
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
」

　
尚
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
９

月
定
例
会
で
の
報
告
を
予
定
し
て
い

る
。

３
．
調
査
経
過（
略
）

４
．
調
査
結
果

⑴
道
水
路
等
に
関
し
て

　
道
路
総
延
長
は
約
３
０
０
㎞
あ
り
、

全
て
の
改
良
、
維
持
管
理
に
は
限
界
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
い
か
に
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
図
る
か
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。
①
ス
ー
パ
ー
や
な
み
事

業
は
、
平
成
22
年
度
よ
り
、
事
業
件

数
54
件
、
道
路
３
，
９
９
９
m
、
水

路
８
９
１
m
の
実
績
。
参
加
者
の
高

齢
化
、
女
性
の
参
加
等
、
人
員
の
確

保
に
課
題
は
あ
る
が
、
継
続
し
て
取

り
組
み
、
さ
ら
に
、
予
算
の
増
額
に

努
め
る
べ
き
。
②
地
域
共
同
で
行
う

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」の

取
り
組
み
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

一
層
の
環
境
整
備
が
図
れ
る
。
③
町

道
の
老
朽
化
が
進
む
な
か
、「
町
民

の
安
全
な
生
活
環
境
確
保
」
の
た
め

に
は
、
年
度
毎
に
変
動
の
な
い
一
定

額
の
予
算
措
置
を
。
ま
た
、
要
望
に

応
え
ら
れ
る
計
画
的
な
維
持
管
理
に

努
め
る
べ
き
。

⑵
橋
梁
に
関
し
て

　
本
町
の
全
橋
梁
１
６
３
カ
所
の
点

検
は
今
年
度
で
完
了
。
東
北
自
動
車

道
に
架
か
る
橋
の
老
朽
化
が
進
み
維

持
管
理
に
多
額
な
費
用
が
か
か
る
こ

と
か
ら
、
次
の
点
に
努
め
る
べ
き
。

①
全
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
橋
梁
は

地
域
住
民
と
十
分
な
協
議
に
努
め
る

べ
き
。
②
予
算
確
保
も
含
め
、
先
進

事
例
等
を
参
考
に
橋
梁
撤
去
に
向
け

検
討
に
努
め
る
べ
き
。

　
３
月
定
例
会
閉
会
後
、
３
回
の
特

別
委
員
会
を
開
催
し
、
①
情
報
公
開
、

②
住
民
参
加
、
③
議
会
機
能
強
化
の

観
点
で
、
現
状
認
識
及
び
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
協
議
し
た
。

①
情
報
公
開
充
実
策

・�

Ｈ
Ｐ
の
充
実
と
速
報
性
（
活
動
状

況
の
一
週
間
以
内
Ｕ
Ｐ
）

・�

議
会
だ
よ
り
速
報
発
行
や
事
務
体

制
強
化
等
検
討

　
本
委
員
会
の
調
査
経
過
は
次
の
通

り
で
す
。

第
１
回（
３
月
16
日
）

　
委
員
長
、
副
委
員
長
を
選
出
。

第
２
回（
３
月
23
日
）

　「
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想（
案
）」に

つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

第
３
回（
３
月
28
日
）

　「
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想（
案
）」に

つ
い
て
、
議
員
間
討
議
を
実
施
し
た
。

第
４
回（
４
月
13
日
）

　
決
定
さ
れ
た「
新
庁
舎
建
設
基
本

②
住
民
参
加
と
意
見
聴
取
策

・�

町
民
会
議
の
充
実
と
傍
聴
し
や
す

い
環
境
整
備

・�

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
の
検
討

・�

議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
の

年
２
回
実
施
。
ま
た
開
催
内
容
の

検
討
（
町
内
会
単
位
・
日
時
・
対

象
者
や
テ
ー
マ
別
・
全
議
員
・
班

編
成
等
。
）

構
想
」
の
修
正
点
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
と
と
も
に
、「
新
庁
舎
建
設

に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

第
５
回（
６
月
29
日
）

　「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
素
案
）」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
っ
た
。
今
後
、
石
川
町
役
場
を
視

察
し
、
７
月
14
日
に
再
度
質
疑
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
。

石
川
町
役
場
を
視
察（
７
月
５
日
）

◆
特
別
委
員
会
と
は

　
常
任
委
員
会
と
異
な
り
、
特
別
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
、
審
査
・
調
査

の
た
め
議
会
の
議
決
を
経
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

議
会
改
革
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
羽
根
田
　
八
千
代

役

場

庁

舎

建

設

調

査

特

別

委

員

会

委
員
長
　
原
　
　
　
賢
　
志
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反
対
多
数
で
否
決

共
謀
罪
法
案（
改
正
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
）異
例
採
決
に
抗
議
す
る
決
議（
案
）

提
出
者
　
岩
　
﨑
　
久
　
男 

議
員

森
友
学
園
・
加
計
学
園
問
題
の
真
相
解
明
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

提
出
者
　
岩
　
﨑
　
久
　
男 

議
員

　
内
容
に
つ
い
て
は
一
部
理
解
で
き

る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
国
レ
ベ

ル
で
し
っ
か
り
調
査
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
地
方
の
町
議

会
と
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

　
共
謀
罪
法
案
に
関
し
て
は
反
対
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に

至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
若
干

問
題
が
あ
っ
た
。
国
際
社
会
に
お
い

て
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
テ
ロ
に
対
す

る
遅
れ
が
あ
り
、
早
め
に
整
備
し
、

国
民
の
安
全
に
は
必
要
で
あ
り
、
こ

の
決
議
を
提
出
す
る
こ
と
に
反
対
し

ま
す
。

　
共
謀
罪
の
成
立
に
関
し
て
異
議
を

唱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
成
立
に
至
る
過
程
に
お
い
て
異

例
な
手
続
き
に
よ
っ
て
採
決
さ
れ
た

こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
地
方
議
会
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
地
方
議
会

人
と
し
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
う
し
た
理
由
か
ら
賛
成
の
立

場
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

　
共
謀
罪
法
そ
の
も
の
に
も
、
ま
だ

ま
だ
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
る
。
十

分
な
審
議
を
尽
く
さ
ず
、
異
例
な
手

続
き
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
抗
議
す
る
決
議
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
す
る
。

１
、
今
日
の
情
勢
に
照
ら
し
、
誠
に

時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

２
、
国
民
世
論
、
住
民
の
声
に
照
ら

し
妥
当
且
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
。

３
、
議
会
は
ル
ー
ル
に
則
り
運
営
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
十
分
な
質
疑

の
後
採
決
し
、
委
員
長
は
そ
の
結
果

を
本
会
議
に
お
い
て
報
告
、
そ
の
後

に
採
決
す
る
の
が
例
で
あ
る
。
国
会

で
委
員
長
報
告
を
省
略
し
て
の
採
決

は
、
ま
さ
し
く「
異
例
採
決
」で
の
強

行
可
決
で
あ
る
。
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
く
議
会
活
動
に
努
力
し
て
い
る

桑
折
町
議
会
が
、
こ
れ
に
抗
議
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
次
の
３
つ
の
理
由
で
賛
成
で
あ
る
。

す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
法
案
採

決
手
順
に
お
い
て
は
、
国
会
に
お
い

て
積
み
重
ね
ら
れ
た
議
論
の
過
程
を

踏
ま
れ
た
も
の
と
確
信
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
国
会
の
委
員
会
内
部
の

経
過
を
し
っ
か
り
と
し
た
情
報
収
集

出
来
ぬ
中
、
不
十
分
な
情
報
の
中
で

地
方
議
会
が
議
論
す
る
の
は
い
か
が

か
と
・
・
。
よ
っ
て
こ
の
決
議
に
は

反
対
し
ま
す
。

　
決
議
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
理
解

佐

藤

武

朗

議員

反対

佐

藤

武

朗

議員

反対

齋

藤

松

夫

議員

賛成

原

　

賢

志

議員

賛成

渡

邉

英

直

議員

賛成

齋

藤

松

夫

議員

賛成

討 

論

討 

論

　
次
の
３
つ
の
理
由
で
賛
成
で
あ
る
。

１
、
今
日
の
情
勢
に
照
ら
し
、
誠
に

時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

２
、
国
民
世
論
、
住
民
の
声
に
照
ら

し
、
妥
当
且
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
。

３
、
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
議

会
の
使
命
で
あ
る
。
こ
の
問
題
で
事

の
真
相
解
明
を
求
め
て
意
見
書
を
提

出
す
る
の
は
、
こ
の
議
会
の
使
命
と

相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
背
を
向
け
る
こ
と
は

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
け
る

の
か
ど
う
か
の
疑
問
を
も
た
れ
る
結

果
を
招
く
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

賛
成
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
　
英
直
、
岩
﨑
久
男
　

齋
藤
　
松
夫
、
原
　
賢
志
　

反
対
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
武
朗
、
斉
藤
　
　
謙
　

佐
藤
　
榮
三
、
川
名
　
静
子
　

半
澤
　
　
高
、
羽
根
田
八
千
代

賛
成
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
　
英
直
、
岩
﨑
久
男
　

齋
藤
　
松
夫
、
原
　
賢
志
　

反
対
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
武
朗
、
斉
藤
　
　
謙
　

佐
藤
　
榮
三
、
川
名
　
静
子
　

半
澤
　
　
高
、
羽
根
田
八
千
代

羽
根
田
八
千
代

議員

反対

臨
時
会

第
２
回
、5
／
23（
火
）

　
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
４
件
、

工
事
請
負
契
約
１
件
、
補
正
予
算
１

件
が
提
出
さ
れ
原
案
通
り
可
決
し
た
。

日
曜
は
ク
ラ
ブ
会
員
へ
開
放

桑
折
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例

　
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
町
民
の

健
康
増
進
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
に
設
置
。
社
会
福
祉
法
人
等
へ
貸

与
し
管
理
運
営
を
。

町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正

　
企
業
立
地
等
に
よ
る
地
域
に
お
け

る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に

関
す
る
法
律
の
減
免
措
置
。
財
政
支

援
の
期
間
が
１
年
延
長
に
な
る
も
の
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
対

す
る
町
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
対

す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
伴
う「
避
難
指
示
区
域
等

に
お
け
る
被
保
険
者
」
の
国
民
健
康

保
険
税
及
び
介
護
保
険
料
の
減
免
措

置
に
対
し
、
国
の
財
政
支
援
の
期
間

が
１
年
延
長
に
よ
る
も
の
。

若
者
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業

（
屋
根
付
屋
外
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
）

・
契
約
の
目
的

　
町
若
者
交
流
拠
点
整
備
事
業
工
事

・
契
約
金
額
　
　
５
，
９
９
４
万
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
　
４
４
４
万
円
）

・
契
約
の
方
法

　�

設
計
・
施
工
一
括
発
注
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
随
意
契
約

・
契
約
の
相
手
方

　
住
所
　�

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
上

杉
５
丁
目
３
番
36
号

　
氏
名
　
株
式
会
社
　
熊
谷
組

　
　
　
　
東
北
支
店

　
　
　
　
専
務
執
行
役
員
支
店
長

渋
川
　
智

振
興
公
社
事
務
所
を

旧
Ｊ
Ａ
事
務
所
跡
へ
移
す

一
般
会
計（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
３
，

０
８
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
52
億
２
，
８
０
３
万
２
千
円
と
す

る
も
の
。

《
歳
入
》

・
国
庫
支
出
金
　
１
，
３
４
０
万
円

・
県
支
出
金
　
　
３
８
７
万
９
千
円

・
繰
入
金
　
１
，
３
５
２
万
８
千
円

《
歳
出
》

・
広
報
費
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
費

１
，
９
６
３
万
３
千
円

・
健
康
増
進
事
業
費５

１
７
万
４
千
円

条
例
改
正

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約

条
例
制
定

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

財
政
支
援
が
延
長

　
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
の
町
内
全
線
設
置
を
よ
り
効

果
の
上
が
る
事
業
と
す
る
た
め
、
全
会
一
致
で
決
議
し

町
へ
提
出
し
た
。

　昨年、本議会が求めた有害鳥獣侵入防止柵は、平成28年度にお
いて町内全線にわたって設置された。これは有害鳥獣対策を大きく
前進させるものとなった。しかも特別交付税措置により、一般財源
負担を軽減したことも評価するところである。
　しかし、この侵入防止柵の効果を万全なものとするためには、引
き続いて下記の施策が不可欠であり、本議会として平成29年度中
の実現方を提言するものである。
　有害鳥獣対策は、地方創生・若者定住対策の重要な一環でもある。
よって昨年同様、当局の積極的対応を期待するものである。

記

１�．有害鳥獣侵入防止柵設置区間内には、道路等をはじめ、イノシ
シ等の侵入を許す場所が多数存在する。この対策なくしては侵入
防止柵設置の効果は半減する。よって全国各地の先進事例を参考
に、道路等からの侵入防止のための効果的措置を講ずること。
２�．同侵入防止柵沿線に緩衝帯を設置すること。
３�．侵入防止柵設置内（里側）に生息しているイノシシの繁殖を防
ぐためにも、設置内の早期駆除の対策を講ずること。
４�．里山再生事業への本格的取り組みは、喫緊の課題となっている。
よって現在進捗中の「森林再生事業」の計画変更も視野に入れ、
同事業推進のための検討に着手すること。
５�．熊の錯誤捕獲による人的被害の根絶措置を講ずること。

　以上決議する。

　平成29年５月23日
桑　折　町　議　会

有害鳥獣対策に万全を期すべきことを求める決議

決
議

　7月7日、醸芳幼稚園で「たなばたの

会」がありました。

　年少、年中、年長がそれぞれ練習の成

果を発表しました。「願いごと」が1つ

でも多くかないますように！

Cover Photo
〜 表 紙 写 真 〜

こんなステージが（イメージ）
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議会基本条例に基づく

＆
開催
4/27

　今回の議会報告会は新総合計画・29年度事業の説明と町民の皆様との意見交換会

はテーマを役場新庁舎建設等について、会場を一ヶ所に絞り開催しました。夜間にも

かかわらず80名近くの方々にお出でいただき、意義ある意見交換会となりました。

　頂戴しましたご意見・アンケートは、今後の議会・議員活動の中で活かしていきます。

　ありがとうございました。下記に要約したご意見を掲載しました。

議会報告会 意見交換会
町民の皆様と

半
田

・
郡
役
所
を
拠
点
と
し
活
用
し
て
欲
し
い
。

・�

役
場
に
商
店
街
の
維
持
や
後
継
者
支
援
を
担
当
す
る
課
が
あ
っ

て
も
良
い
。

・�

公
共
事
業
で
使
用
す
る
も
の
は
町
内
か
ら
仕
入
れ
て
欲
し
い
。

・�

屋
外
ス
テ
ー
ジ
に
６
千
万
円
を
使
う
な
ら
役
場
跡
地
を
「
町
中

広
場
」
に
。

桑
折

・�

農
業
振
興
に
ギ
ャ
ッ
プ
導
入
が
必
要
と
思
う
が
Ｊ
Ａ
・
伊
達
果

実
で
の
進
行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

伊
達
崎

・�

旧
伊
達
崎
幼
稚
園
舎
に
６
千
万
円
か
け
今
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
だ

が
、
人
材
確
保
、
伴
せ
て
振
興
公
社
の
準
備
状
況
は
ど
う
か
。

・�

役
場
担
当
課
が
変
わ
っ
た
り
、
個
人
情
報
や
で
話
に
な
ら
な
い
。

・�

多
面
的
支
払
交
付
金
制
度
は
中
身
が
複
雑
で
混
乱
し
て
い
る
。

早
目
の
検
討
を
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
農
地
の
貸
し
手
は
い

る
が
借
り
手
が
い
な
い
。
改
善
す
べ
き
だ
。

・�

先
日
の
大
風
の
時
、
議
員
は
何
を
し
て
い
た
か
、
誰
一
人
こ
な

か
っ
た
。

伊
達
崎

・�

新
総
合
計
画
に
移
っ
た
が
前
計
画
の
進
捗
率
は
い
く
ら
か
。
ま

た
、
積
み
残
し
を
今
後
何
年
か
け
る
の
か
。

桑
折

・�

役
場
庁
舎
建
設
予
算
が
心
配
だ
。
「
町
債
」
に
は
利
子
も
付
く

し
我
々
の
借
金
に
な
る
。

・�

庁
舎
建
設
積
立
に
１
億
５
千
万
円
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

心
配
だ
。

桑
折

・�

20
・
30
代
の
参
加
者
が
い
な
い
。
世
代
を
超
え
話
し
合
う
場
を

作
っ
て
欲
し
い
。

伊
達
崎

・�

災
害
時
の
Ｆ
Ｍ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
を
常
設
し
て
欲
し
い
。

桑
折

・�

人
口
が
減
少
す
れ
ば
町
は
衰
退
す
る
。
駅
の
反
対
側
を
宅
地
化

し
て
は
。

・�

４
階
建
て
の
住
宅
を
建
設
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
人
口
を
増
や

す
考
え
は
な
い
か
。

・�

道
路
標
識
、
防
火
水
槽
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
等
が
剥
げ
て
見
え

な
い
。
町
を
き
れ
い
に
す
る
事
も
活
性
化
、
人
口
増
に
な
る
。

議
会
も
検
討
す
べ
き
だ
。

半
田

・�

20
年
後
の
人
口
一
万
人
は
楽
観
的
だ
、
努
力
と
ラ
ッ
キ
ー
要
素

が
な
け
れ
ば
無
理
と
思
う
。

・�

人
口
が
減
り
高
齢
化
に
な
れ
ば
納
税
額
も
減
る
、
税
収
基
盤
が

弱
い
、
復
興
予
算
も
減
少
し
財
政
が
き
つ
く
な
る
。
10
年
後
の

人
口
、
税
収
、
国
県
か
ら
の
負
担
金
予
測
等
、
若
い
人
達
と
話

し
た
い
。

伊
達
崎

・�

現
在
イ
コ
ー
ゼ
の
維
持
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
町
内
会

で
や
っ
て
欲
し
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
町
は
予
算
が
な
い
。

現
状
は
儲
か
っ
て
い
る
の
か
。

町が出資している法人の経営状況報告
一
般
財
団
法
人
桑
折
町
振
興
公
社

土
地
開
発
公
社
桑
折
町
事
務
所

　
資
料
提
出
後
、
不
備
が
見
つ
か
っ
た
た
め
今
定
例
会
で
の
議
案
は
取
下
げ
ら
れ
た
。

事
業
の
概
況

　
平
成
28
年
度
は
、
災
害
公
営
住
宅
関
連
道
路
用
地
の
処
分
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、

公
共
用
地
等
の
取
得
、
造
成
、
管
理
、
処
分
等
に
附
帯
す
る
業
務
と
し
て
、
保
有
地

の
貸
付
事
業
を
行
っ
た
。
な
お
、
平
成
19
年
度
に
お
い
て
、
工
業
団
地
売
却
に
よ
り

損
失
が
生
じ
た
が
、
町
か
ら
の
補
填
に
よ
り
借
入
金
の
返
済
を
実
施
し
て
い
る
。

損益計算書決算書

項　　目 平成 28 年度 平成 27 年度 増減額 増減率

1
事業収益
⑴公有地取得事業収益 14,779,696 118,934,028 △104,154,332 △ 87.6%

2 事業原価 14,779,696 118,934,028 △104,154,332 △ 87.6%
事業総利益 0 0 0 0.0%

3 販売費及び一般管理費 15,559 20,360 △ 4,801 △ 23.6%
事業損失 15,559 20,360 △ 4,801 △ 23.6%

4
事業外収益 3,430,245 2,825,386 604,859 21.4%
⑴受取利息 2,808 7,726 △ 4,918 △ 63.7%
⑵雑収益 3,427,437 2,817,660 609,777 21.6%

5
事業外費用
⑴支払利息 3,179,000 3,699,106 △ 520,106 △ 14.1%

経常利益 235,686 △ 894080 829,766 92.8%

6
特別損失 0 0 0 0.0%
当期純利益 235,686 △ 894,080 829,766 92.8%

当期利益 235,686 △ 894,080 829,766 92.8%

予　　　算　　　書

収　　　入 支　　　出
平成 29 年度 平成 28 年度 増減額 平成 29 年度 平成 28 年度 増減額

事業収益 0 20,800 △ 20,800 事業原価 0 20,800 △ 20,800
事業外収益 3,153 3,433 △ 280 販売費・一般管理費 31 31 0
特別利益 0 0 0 事業外費用 2,669 3,179 △ 510

特別損失 0 0 0
予備費 0 0 0

収入合計 3,153 24,233 △ 21,080 支出合計 2,700 24,010 △ 21,310
( 収益的収入支出差引額 ) (223) (453) △ 230

○賛否の分かれた議案

○全会一致で可決の議案

第２回臨時会 第３回定例会

議　　　案　　　名 討　論　者 議　　　案　　　名 討　論　者

議 案 第23号 桑折いきいきサポートセンター設置条例 報告第１号 平成28年度桑折町繰越明許費繰越計算書

議 案 第24号 桑折町税条例の一部を改正する条例 報告第２号 平成28年度桑折町水道事業会計予算繰越
計算書

議 案 第25号 桑折町税特別措置条例の一部を改正する
条例

同 意 第
1 ～ 2 号

桑折町固定資産評価審査委員会委員の選
任について

議 案 第26号 東日本大震災による被災者に対する町民
税、固定資産税及び国民健康保険税の減
免に関する条例の一部を改正する条例

同 意 第
3 ～ 1 2 号

桑折町農業委員会委員の任命について

議 案 第27号 東日本大震災による被災者に対する介護
保険料の減免に関する条例の一部を改正
する条例

報告第４号 町が出資金を出資している法人の経営状
況等を説明する資料の提出について（平成
28年度福島地方土地開発公社桑折町事務
所事業報告等）

議 案 第28号 桑折町若者交流拠点施設整備事業（屋根付
屋外ステージ整備事業）工事請負契約締結
について

齋藤松夫 議 案 第30号 桑折町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

議 案 第29号 平成29年度桑折町一般会計補正予算（第
１号）

議 案 第31号 平成29年度桑折町一般会計補正予算（第
２号）

渡邉英直
齋藤松夫

発議第３号 有害鳥獣対策に万全を期すべきことを求
める決議案

議 案 第32号 平成29年度桑折町国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第１号）

発委第２号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続
と、被災児童生徒の十分な就学支援を求
める意見書（案）

※「報告」は採決なし

議　案　審　議　結　果　表

○：賛成　●：反対　　　　：討論者

第３回定例会

渡
邉
英
直

岩
﨑
久
男

佐
藤
武
朗

斉
藤
　
謙

齋
藤
松
夫

佐
藤
榮
三

川
名
静
子

原
　
賢
志

半
澤
　
高

羽
根
田
八
千
代

片
平
秀
雄

可
　
否

発議第４号 森友学園・加計学園問題の真相解明を求める意見書（案） ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ― 否

発議第５号 共謀罪法案（改正組織的犯罪処罰法）異例採決に抗議する決議（案） ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ― 否

議　　員　　名

議　案　項　目

単位 : 円

単位 : 千円
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可茂地域

八百津町

　
全
国
的
に
人
口
減
、
空
き
家
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
も
移
住
・
定
住
対
策
で
若
者
家
族
が
増

え
て
い
る
。
そ
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
を
学
ぶ
。

・
恵
那
市
…
移
住
・
定
住
支
援
事
業

　
平
成
27
年
、
原
子
力
に
頼
ら
な
い
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町
」を
宣
言
し
た
。
が
、
よ
り
具
体
的
な
進
展
も
今
だ
な
い
。

現
在
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
進
む
な
か
、
本
町
に
合
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
何
か
。
そ
の
導
入
の
方
向
性
や
具
体
的
取
り
組
み
を
探
る
た
め
、
先
進

地
を
視
察
研
修
先
に
選
ん
だ
。

岐
阜
県

・
八
百
津
町
…
水
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
〜�

中
山
間
地
域
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
自
給
自
足
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〜
に
つ
い
て

・�

花
白
温
泉
…
薪
ボ
イ
ラ
ー
と
太
陽
熱
温
水
器
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
に
よ

る
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
豊
田
市
…
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業

　
〜
小
水
力
発
電

：

農
業
用
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
導
入
事
例
〜

・
面
の
木
風
力
発
電
施
設

「再生可能エネルギー」の先進地移住・定住で人口増

恵那暮らしサポート
センターの主な役割

議会研  修報告
（
渡
邉
英
直
）　
水
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
水

素
を
活
用
す
る
再
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
地
域

資
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
１
０
０
％
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
自
足
の
町
づ
く
り
を
将
来
像
と
し
た
町

で
あ
る
。
地
域
資
源
で
あ
る
山
林
の
荒
れ
た
状
況

の
改
善
と
温
泉
の
復
活
に
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
活
用
す

る
と
い
う
両
方
が
う
ま
く
合
致
し
た
事
業
展
開
だ
。

「
防
災
拠
点
」の
発
電
装
置
と
し
て
小
水
力
発
電
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
地
域
交
流
の
場
に
。

（
岩
﨑
久
男
）　
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
大
型
コ
ン

テ
ナ
車
に
シ
ス
テ
ム
が
配
備
さ
れ
、
１
台
１
億
８

千
万
円
の
事
業
費
で
あ
る
。
高
額
な
た
め
、
将
来

に
向
け
て
更
な
る
研
究
開
発
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
農
業
用
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
は
、

費
用
対
効
果
を
考
え
た
場
合
、
西
根
堰
の
用
水
を

利
用
し
て
の
発
電
は
、
コ
ス
ト
面
で
厳
し
い
事
業

と
考
え
る
。

（
半
澤
　
高
）　
八
百
津
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
水
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
注
目
さ
れ
て
い
る「
水
素
」に
関
し
て
産
学
官

そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
進
め
ら
れ
て

い
る
。
桑
折
町
で
も
今
後
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

取
り
入
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
よ
う
に
産
学

官
の
協
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
羽
根
田
八
千
代
）　
水
素
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

（
佐
藤
武
朗
）　
八
百
津
町
の
水
素
社
会
の
実
現
で

は
、「
産
」地
域
資
産
の
有
効
活
用
に
向
け
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。「
官
」自
立
分
散
型
に
よ
る
防
災
力
強

化
。「
民
」施
設
毎
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
へ
と

構
築
。
各
連
携
は
参
考
に
な
る
。
花
白
温
泉
の
取

り
組
み
は
、
森
林
に
囲
ま
れ
た
地
域
で「
木
の
駅

Ｐ
Ｊ
」
等
で
再
建
。
豊
田
市
の
農
業
用
水
を
利
用

し
た
都
市
住
民
と
の
交
流
の
公
園
に
小
水
力
発
電
。

（
斉
藤
　
謙
）　
産
官
学
で
の
連
携
及
び
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
・
熱
利

用
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
寄
与
に
取
組

ん
で
い
る
。
伐
採
木
等
を
活
用
し
薪
ボ
イ
ラ
ー
と

太
陽
熱
温
水
器
活
用
に
よ
る
温
泉
旅
館
の
維
持
管

理
に
民
間
人
が
取
組
ん
で
い
る
。
地
域
通
貨
シ
ス

テ
ム
の
導
入
も
。
視
察
地
は
山
深
く
水
も
多
く
、

小
水
力
発
電
に
は
適
地
で
あ
っ
た
。
当
町
で
の
取

組
み
は
環
境
的
に
難
し
い
。

小
水
力
発
電
事
例
は
、
産
学
官
連
携
の
技
術
支
援

や
情
報
提
供
に
よ
り
実
現
し
た
。
小
水
力
発
電
は

西
根
堰
等
で
活
用
で
き
る
事
例
で
あ
る
と
感
じ
た
。

「
薪
ボ
イ
ラ
ー
」と「
木
の
駅
」の
取
り
組
み
事
例
は
、

う
ぶ
か
の
郷
等
で
、
有
害
鳥
獣
対
策
緩
衝
帯
を
整

備
し
た
間
伐
材
を
利
用
す
る
等
活
用
で
き
な
い
も

の
か
。
要
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
住
民
の
熱
意
だ
っ
た
。

（
片
平
秀
雄
）　
本
町
と
人
口
が
類
似
す
る
岐
阜
県

八
百
津
町
は
全
国
に
先
駆
け
木
質
バ
イ
オ
と
太
陽

光
を
利
用
し
水
素
を
蓄
積
し
発
電
、
電
気
に
変
換

し
各
施
設
に
供
給「
再
エ
ネ
１
０
０
％
自
給
自
足

の
町
」
を
目
指
す
。
同
恵
那
市
温
泉
施
設
は
薪
ボ

イ
ラ
ー
に
て
好
評
。
豊
田
市
は
農
業
用
水
路
に
小

型
水
力
発
電
設
置
稼
働
、
本
町
も
間
伐
材
活
用
や

西
根
堰
、
半
田
沼
用
水
で
の
再
エ
ネ
研
究
に
早
く

着
手
す
べ
き
だ
。

（
齋
藤
松
夫
）　
花
白
温
泉
方
式
の「
木
の
駅
」立
ち

上
げ
は
困
難
。
里
山
再
生
事
業
に
よ
る
薪
確
保
・

貯
蔵
体
制
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
う
ぶ
か
の
郷
へ
の

薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入
も
可
能
と
な
る
と
判
断
す
る
。

豊
田
市
に
お
け
る
小
水
力
発
電
は
、
豊
富
な
水
量

を
活
用
し
て
の
事
業
。
本
町
で
は
こ
の
よ
う
な
条

件
は
存
在
し
な
い
。
よ
っ
て
本
町
は
太
陽
光
発
電

に
的
を
絞
り
、
諸
施
策
を
展
開
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
佐
藤
榮
三
）　
水
素
の
活
用
は
、
地
元
大
学
・
文

科
省
・
県
等
の
支
援
、
民
間
企
業
の
協
力
を
得
た

事
業
だ
が
、
先
々
の
波
及
効
果
ま
で
見
越
し
計
画

立
案
す
べ
き
だ
。
薪
の
活
用
は
間
伐
材
の
利
活
用

に
は
有
効
だ
が
、
供
給
す
る
人
の
確
保
が
大
変
だ
。

本
町
で
は
桃
等
の
剪
定
枝
の
活
用
が
で
き
れ
ば
野

焼
き
防
止
と
燃
料
確
保
の
両
面
で
効
果
が
有
る
。

小
水
力
は
、
蓄
電
池
の
設
置
が
必
須
条
件
、
大
学
・

企
業
の
協
力
が
必
要
だ
。

（
川
名
静
子
）　
地
球
温
暖
化
防
止
が
叫
ば
れ
て
い

る
中
、
水
素
は
次
世
代
に
繋
い
で
い
く
た
め
の
未

来
型
・
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
現
在
の
本
町
の
導

入
は
コ
ス
ト
か
ら
難
し
い
。
薪
の
活
用
は
森
林
の

整
備
も
兼
ね
た
地
産
地
消
事
業
に
な
る
。
本
町
の

「
松
く
い
虫
」の
木
も
利
用
で
き
れ
ば
。
小
水
力
発

電
は
起
こ
し
た
電
力
の
活
か
し
方
に
課
題
は
あ
る

が
、
身
近
な
目
に
見
え
る
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
学
習
の
取
り
組
み
に
な
る
。

（
原
　
賢
志
）　
八
百
津
町
の
取
組
は
、
産
学
官
が

連
携
し
た
事
業
で
あ
り
相
手
先
と
し
て
選
ば
れ
た

自
治
体
で
あ
る
。
自
治
体
主
導
で
積
極
的
に
取
組

む
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
花
白
温
泉
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
本
町
に
於
い
て
は
安
定
し
た
木
材

の
確
保
が
難
し
い
と
感
じ
た
。
豊
田
市
の
事
例
は
、

地
域
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
増
加
に
繋
げ
る
べ

く
親
水
公
園
に
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
感
じ
た
。

（
渡
邉
英
直
）　
移
住
定
住
情
報
か
ら
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
実
際
に
移

住
定
住
推
進
事
業
で
結
婚
か
ら
新
婚
生
活
の
支
援
、

そ
の
後
の
住
ま
い
を
構
え
る
支
援
等
そ
の
時
々
の

段
階
で
有
効
な
支
援
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
岩
﨑
久
男
）　
移
住
定
住
推
進
室
を
設
置
し
、
将

来
の
人
口
目
標
を
設
定
し
た
点
は
評
価
。
小
学
校

が
消
滅
し
た
地
域
は
過
疎
化
が
加
速
、
地
域
自
体

も
危
う
く
な
っ
て
い
る
。
幅
広
く
施
策
を
講
じ
た

移
住
定
住
推
進
事
業
は
、
本
町
も
参
考
に
す
べ
き

と
考
え
る
。

（
佐
藤
武
朗
）　
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
、
相
談
窓
口
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
地
域
の

連
携
、空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設
、情
報
提
供
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
活
用
等
、多
岐
の
取
り
組
み
。
移
住
・

定
住
へ
の
取
り
組
み
で
大
事
な
の
は
窓
口
の
設
置
。

（
斉
藤
　
謙
）　
恵
那
市
は
婚
活
イ
ベ
ン
ト
・
結
婚

相
談
応
援
事
業
等
や
住
宅
購
入
時
の
宅
地
購
入
費

へ
の
補
助
、
親
と
の
同
居
・
近
居
時
の
住
宅
取
得

費
へ
の
補
助
・
定
住
促
進
奨
励
金
・
若
者
市
内
就

業
促
進
事
業
等
に
取
組
み
人
口
減
少
対
策
に
努
め

て
い
る
。

（
齋
藤
松
夫
）　
多
く
の
小
学
校
区
が
都
市
計
画
区

域
外
に
あ
る
こ
と
で
、
農
振
農
用
地
区
域
を
除
け

ば
、
農
家
以
外
の
住
民
も
住
宅
建
設
が
可
能
。
都

市
計
画
法
34
条
11
号
の
活
用
に
関
す
る
議
論
と
施

策
の
立
案
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
。

（
佐
藤
榮
三
）　
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
直
接
仲
介
す
る
の
で
は
な
く
不
動
産
業
者
を
介

し
て
交
渉
、
契
約
に
進
め
る
方
法
は
有
効
と
思
わ

れ
る
。
入
学
児
童
数
の
確
保
に
向
け
た
計
画
へ
の

努
力
。
移
住
定
住
事
業
の
５
項
目
に
基
づ
く
事
業

推
進
は
参
考
に
な
る
。

（
川
名
静
子
）　
恵
那
市
の
移
住
定
住
増
は
、
安
心

し
て
こ
こ
に
住
み
た
い
。
決
め
手
は「
近
所
と
の

つ
な
が
り
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
守
る
た
め
地
域
も
積
極
的
に
移

住
者
に
拘
わ
る
こ
と
。
本
町
も
進
め
て
欲
し
い
。

（
原
　
賢
志
）　
恵
那
市
の
事
業
・
補
助
内
容
は
、

各
地
域（
学
区
）が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
沿
っ
た
も
の
で
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
対
策
に
取
り
組
む
手
法
は
、
参

考
に
す
べ
き
と
感
じ
た
。

（
半
澤
　
高
）　
恵
那
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

岐
阜
県
や
ふ
る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も

と
、
大
都
市
圏（
名
古
屋
・
大
阪
・
東
京
）で
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
情
報
提
供

を
実
施
し
て
い
る
が
、
継
続
が
重
要
と
感
じ
た
。

（
羽
根
田
八
千
代
）　
多
岐
に
わ
た
る
事
業
展
開
を

し
、
女
性
職
員
２
名
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名

で
担
当
。
検
索
し
や
す
い
Ｈ
Ｐ
だ
。
空
き
家
バ
ン

ク
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
で
事
業
者
へ
公
平

な
対
応
だ
。
本
町
も
早
期
着
手
と
Ｈ
Ｐ
充
実
で
効

果
を
。

（
片
平
秀
雄
）　
恵
那
市
は
移
住
・
定
住
希
望
者
に

対
し
Ｈ
Ｐ
や
パ
ン
フ
等
で
、
一
目
で
分
か
る
体
制

構
築
さ
れ
て
い
る
。
特
に
市
役
所
の
各
課
各
部
局

が
共
通
の
認
識
を
持
ち
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
対
応
が

可
。
本
町
も
役
場
業
務
等
検
討
し
見
習
う
べ
き
だ
。

●〔移住相談〕

●〔移住定住セミナー〕

●〔地域の団体との連携〕

●〔空き家バンク〕

●〔情報提供〕

●〔恵那暮らし体験〕

移動式 〜水素ステーション〜

〜農業用水を利用した小水力発電〜
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一　部　事　務　組　合　議　会　報　告

【伊達地方衛生処理組合】　選出議員　佐藤榮三・岩﨑久男

　去る３月29日平成29年度第１回定例会が開催され、条例改正１件、補正予算３件、当初予算３件、計７

件が提出され、全て原案通り可決されました。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…29年度予算　（%は小数点第２位四捨五入）

　　「一般会計」　�歳入歳出予算総額は、56,500千円（前年度比200千円、0.4%増）、主な内訳、歳入では組

合分賦金55,752千円（前年度比406千円、0.7%増）、繰入金300千円、（前年度比▲200千円、

▲40%減）、歳出では総務費55,300千円（前年度比400千円、0.7%増）です。

　　「し尿処理」　�歳入歳出予算総額は、358,400千円（前年度比3,000千円、0.8%増）、主な内訳、歳入では

組合分賦金313,912千円（前年度比9,184千円、2.9%増）、繰入金43,121千円、（前年度比

▲6,113千円、▲14.2%減）、歳出では、衛生費181,089千円（前年度比3,106千円、1.7%増）

です。	

　　「ごみ処理」　�歳入歳出予算総額は、358,400千円（前年度比3,000千円、0.8%増）、主な内訳、歳入では

組合分賦金313,912千円（前年度比9,184千円、2.9%増）、繰入金43,121千円、（前年度比

▲6,113千円、▲14.2%減）、歳出では、衛生費181,089千円（前年度比3,106千円、1.7%増）

です。	

◆一部事務組合とは　…�行政の能率化、効率化を図るため、特定の事務を関係市町村で共同処理す

る方式です。

【公立藤田病院組合】　選出議員　齋藤松夫・原　賢志・佐藤武朗・羽根田八千代

　去る３月27日平成29年度第１回定例会が開催され、補正予算、当初予算が提出され、全て原案通り可決

されました。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…29年度予算

　「業務量」

「収益的収支」

�収益的収支予算総額6,136,004千円で収支均衡予

算。主な収入内訳は、医業収益5,697,639千円、前

年度比89,711千円、1.6%増、医業外収益438,365

千円、前年度比9,319千円、2.1%増となる。

「資本的収支」

資本的収支予算総額は、収入164,193千円、前年

度比▲3,444千円減、支出505,183千円、前年度比

17,183千円増、資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額340,990千円は過年度分損益勘定留保

資金で補てんする。

【収益的収入及び支出】　　　　　　　　　　　　　　　　【資本的収入及び支出】　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率 区　　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率

医 業 収 益 5,697,639 5,607,928 89,711 1.6% 出　資　金 164,192 167,636 △ 3,444 △ 2.1%

医業外収益 438,365 429,046 9,319 2.2% 国庫補助金 1 1 0 0.0%

収 益 合 計 6,136,004 6,036,974 99,030 1.6% 資本的収入計 164,193 167,637 △ 3,444 △ 2.1%

支　　　　出 支　　　　出

区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率

医 業 費 用 6,018,677 5,913,408 105,269 1.8% 建設改良費 180,000 166,471 13,529 8.1%

医業外費用 112,524 116,406 △ 3,882 △ 3.3% 企業債償還金 325,183 321,529 3,654 1.1%

病院組合費 2,768 2,768 0 0.0%

予　備　費 2,035 4,392 △ 2,357 △ 53.7%

費 用 合 計 6,136,004 6,036,974 99,030 1.6% 資本的支出計 505,183 488,000 17,183 3.5%

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 340,990 千円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんする。

【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率

分賦金 55,752 55,346 406 0.7% 議会費 1,000 1,000 0 0.0%

財産収入 1 1 0 0.0% 総務費 55,300 54,900 400 0.7%

繰入金 300 500 △ 200 △ 40.0% 予備費 200 400 △ 200 △ 50.0%

繰越金 400 400 0 0.0%

諸収入 47 53 △ 6 △ 11.3%

合　計 56,500 56,300 200 0.4% 合　計 56,500 56,300 200 0.4%

【し尿処理事業特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　出

区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率

分　賦　金 313,912 304,728 9,184 3.0% 議会費 181,089 177,983 3,106 1.7%

使用料・手数料 4 83 △ 79 △ 95.2% 基本費 38,159 38,265 △ 106 △ 0.3%

財 産 収 入 14 26 △ 12 △ 46.2% 公債費 138,652 138,652 0 0.0%

繰　入　金 43,121 49,234 △ 6,113 △ 12.4% 予備費 500 500 0 0%

繰　越　金 500 500 0 0.0%

諸　収　入 849 829 20 2.4%

合　計 358,400 355,400 3,000 0.8% 合　計 358,400 355,400 3,000 0.8%

【ごみ処理事業特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率 区　　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率

分　賦　金 316,817 315,989 828 0.3% 衛生費 482,025 4,143,226 △3,661,201 △ 88.4%

使用料・手数料 135,409 138,709 △ 3,300 △ 2.4% 災害復旧費 3,646,170 0 3,646,170 100.0%

国庫支出金 4,484 4,554 △ 70 △ 1.5% 基金費 8,368 640 7,728 1207.5%

県 支 出 金 3,499,096 3,504,098 △ 5,002 △ 0.1% 公債費 53,437 63,634 △ 10,197 △ 16.0%

財 産 収 入 49,155 49,843 △ 688 △ 1.4% 予備費 3,000 3,000 0 0.0%

繰　入　金 33,000 38,500 △ 5,500 △ 14.3%

繰　越　金 3,000 3,000 0 0.0%

諸　収　入 152,039 155,807 △ 3,768 △ 2.4%

合　計 4,193,000 4,210,500 △ 17,500 △ 0.4% 合　計 4,193,000 4,210,500 △ 17,500 △ 0.4%

一部事務組合への平成 29 年度負担金予算額と前年度対比表　　
区　　　分 内　訳 平成 29 年度予算額 平成 28 年度予算額 増減額 増減率

伊 達 地 方

衛 生 処 理 組 合

一般会計 6,481 6,302 179 2.8%

し尿処理 28,039 23,512 4,527 19.3%

ごみ処理 33,194 27,296 5,898 21.6%

計 67,714 57,110 10,604 18.6%

公 立 藤 田 病 院 組 合

特別交付税 16,500 21,459 △ 4,959 △ 23.1%

一般会計 52,000 52,000 0 0.0%

計 68,500 73,459 △ 4,959 △ 6.8%

伊 達 地 方 消 防 組 合 一般会計 196,030 175,903 20,127 11.4%

合　　　計 332,244 314,147 18,097 5.8%

29 年度 前年度 増　減

病 床 数 311 床 311 床 0

うち一般 299 床 299 床 0

うち結核 12 床 12 床 0
年
間
患
者
数

入　院 91,615 人 91,250 人 565 人

うち一般 90,520 人 90,155 人 365 人

うち結核 1,095 人 1,095 人 0 人

外　来 159,900 人 166,355 人 △ 6,455 人
一
日
平
均
患
者
数

入　院 251 人 250 人 1 人

うち一般 248 人 247 人 1 人

うち結核 3 人 3 人 0 人

うち外来 650 人 679 人 △ 29 人

単位：千円

議会だより――議会だより23 22 



【水道用水供給企業団】　選出議員　片平秀雄

【概要説明】…去る、平成29年２月20日、議案２件が提出され全て可決されました。

　議案第１号　�平成28年度水道用水供給事業会計補正予算　収益的収支の収入において、原子力損害賠償

金の収入により営業外収益を24,482千円増額するとともに、	支出において、給与改定により

営業費用1,697千円を増額するものです。

　議案第２号　�収益的収入及び支出　平成29年度予算、収入は水道用水供給事業収益45億2,623万2千円、

その内訳は営業収益の給水料金及び水料質検査手数料等。営業外収益は、預金利息、国庫

補助金、長期前受金戻入等。になります。支出は水道用水供給事業費用47億3,827万4千円

で、その内訳は営業費用（議会費から資産減耗費となる）なお、業務の予定量は年間総給水量

39,440,300㎥、一日平均給水量108,056㎥となります。

　　　　　　　�資本的収入及び支出　資本的支出25億5,669万8千円、中央監視制御設備の更新、水質検査

機器の更新等に係る事業費で、工事請負費、工具器具及び備品の購入費並びに企業債償還金

等であります。資本的支出額に対し不足する額25億5,669万8千円は、過年度分損益勘定留

保資金25億1,685万並びに過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額3,984万8千円

で補てんするものです。									       

予定キャッシュフロー計算書　資金期末残高60億3,383万9千円

【収益的収入及び支出】　　　　　　　　　　　　　　   　【資本的収入及び支出】　　　　　　　　　　 単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率

水道用水供給事業収益 4,526,232 4,557,511 △ 31,279 △ 0.7% 資本的収入 0 593,641 △ 593,641 △ 100.0%

営 業 収 益 3,474,887 3,482,253 △ 7,366 △ 0.2% 負 担 金 0 593,641 △ 593,641 △ 100.0%

営 業 外 収 益 1,051,345 1,075,258 △ 23,913 △ 2.2% 固定資産売却代金 0 0 0

支　　　　出 支　　　　出

区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率

水道用水供給事業費 4,738,274 4,899,851 △ 161,577 △ 3.3% 資本的支出 2,556,698 3,022,501 △ 465,803 △ 15.4%

営 業 費 用 4,208,572 4,321,424 △ 112,852 △ 2.6% 建 設 改 良 費 721,360 1,179,942 △ 458,582 △ 38.9%

営 業 外 費 用 529,602 578,327 △ 48,725 △ 8.4% 企 業 債 償 還 金 1,835,238 1,842,459 △ 7,221 △ 0.4%

予 備 費 100 100 0 0.0% 予 備 費 100 100 0 0.0%

資本的支出額に対し不足する額 25 億 5,669 万 8 千円は、過年度分損益勘定留保資金 25 億 1,685 万並びに過年度分消費税及
び地方消費税資本的収支調整額 3,984 万 8 千円で補てんするものです。

【伊達地方消防組合】　選出議員　川名静子・渡邉英直

　去る3月29日平成29年度第１回定例会が開催され、報告１件、補正予算１件、条例改正１件、当初予算が

提出され、全て原案通り可決されました。主な概要は次の通りです。

単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率 区　分 H29 年度予算 前年度 増減額 増減率

分担金・負担金 1,545,300 1,418,000 127,300 9.0% 議会費 1,226 1,226 0 0.0%

使用料・手数料 640 523 117 22.4% 総務費 68,899 53,522 15,377 28.7%

財 産 収 入 29 20 9 45.0% 消防費 1,311,958 1,457,283 △ 145,325 △ 10.0%

寄 附 金 1 1 0 0.0% 公債費 208,714 131,953 76,761 58.2%

繰 入 金 5,000 0 5,000 100.0% 予備費 3,203 3,016 187 6.2%

繰 越 金 3,000 3,000 0 0.0%

諸 収 入 12,030 10,256 1,774 17.3%

組 合 債 28,000 211,000 △ 183,000 △ 86.7%

国庫支出金 0 4,200 △ 4,200 △ 100.0%

合　計 1,594,000 1,647,000 △ 53,000 △ 3.2% 合　計 1,594,000 1,647,000 △ 53,000 △ 3.2%

一 般 会 計

款 事　業　名 金　　額 翌年度繰越金 完成予定日

02総務費
町内会育成振興事業補助金（御免町集会所建
設事業）

6,357,000円 6,357,000円 平成29年５月31日

02総務費 通知カード・個人番号カード発行業務 3,911,000円 950,000円 平成29年６月30日

03民生費 臨時福祉給付金等支給事業 49,856,000円 30,717,000円 平成29年８月31日

03民生費 既存高齢者施設等の防犯対策強化事業 594,000円 594,000円 平成29年９月30日

05農林水産業費 農業振興活動拠点施設整備事業 60,000,000円 60,000,000円 平成30年2月28日

05農林水産業費 ふくしま森林再生事業森林整備等業務 18,040,000円 18,040,000円 平成29年10月31日

06商工費 町観光資源ＰＲ写真・動画撮影業務委託事業 2,981,000円 2,981,000円 平成30年３月16日

07土木費 町道3100号（下郡上代）線道路改良事業 14,600,000円 8,563,000円 平成29年11月30日

07土木費 桑折町橋梁定期点検事業 60,000,000円 18,650,000円 平成29年11月30日

07土木費 災害公営住宅関連道路整備 5,000,000円 5,000,000円 平成29年８月31日

08消防費 放射性物質除染対策事業 28,000,000円 17,418,000円 平成29年５月31日

09教育費 桑折町ふれあい公園屋外ステージ設置事業 60,000,000円 60,000,000円 平成29年９月29日

合　　　計 309,339,000円 229,270,000円

水 道 事 業

款 事　業　名 金　　額 翌年度繰越金 完成予定日

１．資本的支出
町道1172号線他一般国道115号相馬福島道
路（霊山〜福島）に伴う水道管付替工事

62,000,000円 62,000,000円 平成29年８月17日

合　　　計 62,000,000円 62,000,000円

平
成
28
年
度
　
繰

越
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許

費

◆
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と
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　�

　
歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
、
そ
の
性
質
上
ま
た
は
予
算
成
立
後
の
事
由
に

基
づ
き
、
年
度
内
に
そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、予
め
議
会
の
議
決
を
経
て
、翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
で
き
る
制
度
。

町村議会広報研修会　　　
　「もっと身近に、もっと読まれる議会広報紙づ

くり」と題し、広報アナリストの吉村潔氏から講

演を受けた。これまでの結果中心の「お知らせ」広

報から、「対話型」の住民とつながる広報へ変わる

べき事。また、読みたくなる紙面づくりや内容な

ど参考になる事が多かった。その後７町から依頼

された広報紙のクリニックが行われ、良い点、工

夫を要す点などの辛口コメントに、一喜一憂の研

修だった。

5/22

平成29年度 広報クリニックの結果は
　全国町村議会議長会主催による研修に７月４

日参加した。

　この研修会には３年に一度、伊達地区から出

席ができる。北海道、東北、関東地区から 53

の町村が参加し、３分科会に分かれ研修を積ん

だ後に広報誌のクリニックを受けた。本町は第

２分科会、講師は「月刊総務」編集長の豊田健

一氏。講師の着眼点は、「議会だより」を始め

て手にし読む人の目線で理解ができるか、でき

ないか、がチェックされた。慣れてしまった議

会用語の指摘に「確かにこれでは」と大いに反

省をした研修でした。さっそく今回の編集から

アドバイスを取り入れました。更に「わかる、

読まれる」議会だよりの編集に努めますので、

ぜひ読んでいただきたい。
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年 月 日 活   動   状   況 内　　容 出　席　者

5 2 県町村議会議長会　理事・監事合同会議 優良町村議会並びに特別功労者及び自治功労者の決定について、平成 29 年度定期
総会の開催について

議 長

8 産業厚生常任委員会 所管事務調査「道水路等の整備状況と計画について」 選 出 委 員

12 総務文教常任委員会 所管事務調査「健全財政について」「入札制度について」 選 出 委 員

平成 29 年度東根川広域基幹河川改修事業整備促
進協議会総会

平成 28 年度事業経過報告及び収支決算報告、平成 29 年度事業計画（案）及び収支
予算（案）、一級河川東根川広域基幹河川改修事業整備促進に関する決議（案）

議 長 外

29 15 議会全員協議会 議会報告会・意見交換会総括について、議会視察研修について 全 議 員

平成 29 年度阿武隈川上流県北流域下水道促進協
議会総会

平成 28 年度事業及び経過報告・歳入歳出決算
平成 29 年度事業計画（案）・歳入歳出予算（案）

議 長
産 厚 委 員 長

18 桑折町放射能対策推進町民会議第 13 回幹事会 平成 28 年度活動報告と平成 29 年度活動計画、第７回桑折町放射能対策推進町民会
議について

議 長
副 議 長

伊達郡町村議会議長会　議長会議 平成 28 年度伊達郡町村議会議長会の歳入歳出決算、県町村議会議長会理事・監事
合同会議結果報告、第 12 回伊達郡町議会議員大会、平成 29 年度町村議会議長・副
議長研修会について

議 長
副 議 長
事 務 局 長

19 第３回議会改革・活性化調査特別委員会 レポートの集約について、今後の進め方について 選 出 委 員

議会全員協議会 「有害鳥獣対策に万全を期すべきことを求める決議案」について 全 議 員

政務調査会役員会 平成 29 年度総会について 議 運 委 員

22 県町村議会広報研修会 町村議会の広報委員研修会 議 長
選 出 委 員

23 議会運営委員会 第２回臨時会議事日程等 選 出 委 員

議会全員協議会 第２回臨時会議事日程等、議案内容の説明　外 全 議 員

第２回臨時会本会議 ・桑折いきいきサポートセンター設置条例
・桑折町税条例の一部を改正する条例
・桑折町税特別措置条例の一部を改正する条例
・�東日本大震災による被災者に対する町民税、固定資産税及び国民健康保険税の減

免に関する条例の一部を改正する条例
・�東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例の一部を改正

する条例
・�桑折町若者交流拠点施設整備事業（屋根付屋外ステージ整備事業）工事請負契約

締結について
・平成 29 年度桑折町一般会計補正予算（第１号）
・有害鳥獣対策に万全を期すべきことを求める決議案

全 議 員

24

～

26

町議会議員視察研修 岐阜県加茂郡八百津町（八百津町議会）
岐阜県恵那市（恵那市議会、花白温泉）
愛知県豊田市（豊田市役所稲武支所）

全 議 員

25 政務調査会総会 平成 28 年度事業報告について、平成 29 年度事業計画（案）について 全 議 員

29 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

31 第 41 回町村議会議長・副議長研修会 全国町村議会の議長・副議長研修会 議 長
副 議 長

6 2 県町村議会議長会　正副会長及び理事・監事合
同会議

平成 29 年度定期総会の運営、任期満了に伴う役員の選挙について 議 長

県町村議会議長会　平成 29 年度定期総会 優良町村議会・特別功労者・自治功労者表彰、各地方町村議会議長会提出議題の審
議、決議、会長・副会長・監事選挙

議 長

総務文教常任委員会 所管事務調査「健全財政について」「入札制度について」 選 出 委 員

5 産業厚生常任委員会 所管事務調査「道水路等の整備状況と計画について」について」 選 出 委 員

8 第７回桑折町放射能対策推進町民会議 ・平成 28 年度の活動経過及び平成 29 年度の活動計画について
・講演「持続可能なエネルギー社会をめざして」
　　講師　鈴木　精一氏（福島県再生可能エネルギー推進センター代表理事）

全 議 員

9 議会全員協議会 現地調査（萱尻牧野、宮沢地区農業施設災害復旧現場、ふくしま森林再生事業、
NPO 桜植栽現場）、平成 29 年度議員視察研修総括、第 12 回伊達郡町議会議員大会、
議員大会各町議会提出要望事項等、現地視察についての意見交換、セーフティチャ
レンジ事業実施について

全 議 員

12 議会運営委員会 ６月定例会議事日程等 選 出 委 員

第４回議会改革・活性化調査特別委員会 調査の進め方について 選 出 委 員

20 議会全員協議会 ６月定例会（第１日）議事日程等、提案内容の説明（人事案件のみ） 全 議 員

第３回定例会本会議 ・一般会計補正予算１件、特別会計補正予算１件の説明
・�平成 28 年度一般会計繰越明許費繰越計算書、平成 28 年度水道事業会計予算繰越

計算書についての報告
・固定資産評価審査委員会委員の選任についての同意（２件）
・農業委員会委員に任命についての同意（10 件）

全 議 員

議会全員協議会 提案内容の説明 全 議 員

総務文教常任委員会 陳情審査、陳情に基づく意見書作成、閉会中の所管事務調査申出事項の協議、 選 出 委 員

産業厚生常任委員会 委員会調査報告書の作成、閉会中の所管事務調査申出事項の協議、 選 出 委 員

21 議会全員協議会 ６月定例会（第２日）議事日程等 全 議 員

第３回定例会本会議 一般質問５名 全 議 員

22 議会全員協議会 ６月定例会（第３日）議事日程等 全 議 員

第３回定例会本会議 一般質問５名 全 議 員

26 議会全員協議会 ６月定例会（第４日）議事日程等 全 議 員

議会運営委員会 追加議事日程等 選 出 委 員

第３回定例会本会議 ・事件撤回１件
・福島地方土地開発公社の経営状況等報告
・条例改正１件、一般会計補正予算１件、特別会計補正予算１件審議採決
・追加議案審議採決（陳情審査１件、意見書提出２件、決議１件、委員会調査報告１件）

全 議 員

議 会 活 動 状 況 報 告 　平成 29 年３月 17 日～平成 29 年６月 26 日

年 月 日 活   動   状   況 内　　容 出　席　者

29 3 17 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

22 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

23 議会全員協議会 町再生可能エネルギー導入推進計画に関する説明 全 議 員

第２回役場庁舎建設調査特別委員会 役場庁舎建設に係る経過等について 選 出 委 員

24 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

27 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

公立藤田病院組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成 29 年第１回公立藤田病院組合議会定例会 平成 29 年度公立藤田病院組合会計予算　外 選 出 議 員

28 第３回役場庁舎建設調査特別委員会 新庁舎建設基本構想（案）について 選 出 委 員

29 伊達地方消防組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成 29 年第１回伊達地方消防組合議会定例会 伊達地方消防組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制
定、平成 28 年度伊達地方消防組合一般会計補正予算（第 3 号）、平成 29 年度伊達
地方消防組合一般会計予算

選 出 議 員

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 議事日程、議案内容等の説明 選 出 議 員

平成 29 年第１回伊達地方衛生処理組合議会定例
会

伊達地方衛生処理組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
の制定、平成 28 年度伊達地方衛生処理組合一般会計補正予算（第 3 号）、平成 28
年度伊達地方衛生処理組合し尿処理事業特別会計補正予算（第 3 号）、平成 28 年度
伊達地方衛生処理組合ごみ処理事業特別会計補正予算（第 4 号）、平成 29 年度伊達
地方衛生処理組合一般会計予算、平成 29 年度伊達地方衛生処理組合し尿処理事業
特別会計予算、平成 29 年度伊達地方衛生処理組合ごみ処理事業特別会計予算

選 出 議 員

30 議会全員協議会 第１回（３月）定例会の総括、花の郷夢工房との町民会議総括について、議員研修
について、議会報告会について

全 議 員

議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

4 3 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

5 議会全員協議会 有害鳥獣防護柵の実施状況について、議会報告会について 全 議 員

10 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

伊達郡町村議会議長会　議長会議 第 12 回伊達郡町議会議員大会について、平成 29 年度県町村議会議長会定期総会に
ついて　外

議 長
副 議 長
事 務 局 長

13 産業厚生常任委員会 所管事務調査「産業振興策について」「道水路等の整備状況と計画について」「空き
家・空き地について」

選 出 委 員

議会全員協議会 国保の広域化について、データヘルス計画について 全 議 員

第４回役場庁舎建設調査特別委員会 新庁舎建設基本構想（案）について 選 出 委 員

第２回議会改革・活性化調査特別委員会 調査の進め方について 選 出 委 員

25 例月出納検査・現地監査 定例検査、平成 28 年度実施事業箇所現地確認 選 出 委 員

26 議会全員協議会 睦合、伊達崎、半田醸芳、旧幼稚園舎の調査について（現地調査）、桑折町空家等
対策計画について

全 議 員

27 議会全員協議会 『「蚕糸の桜」を残したい町民』からの陳情書に対する町の対応について、議会報告
会について

全 議 員

議会報告会 ３月定例会報告・町民との意見交換 全 議 員

　東日本大震災から６年が経過しまし
た。平成 23年度に創設された「被災
児童生徒就学支援等臨時特例交付金」
は「被災児童生徒就学支援等事業交付
金」となり３年目を迎えました。被災
した子どもたちには、学校で学ぶため
の極めて有効な支援事業として機能し
ています。
　この事業を通して、幼稚園児の就園
支援、小中学生に対する学用品等の援
助や通学支援（スクールバス運行によ
る通学手段の確保にかかる経費を含む）、
高校生に対する奨学金支援、特別支援
学校等に在籍する児童生徒への就学奨
励、私立学校及び専修学校・各種学校
の授業料減免などが実施されています。
学校現場からも事業の継続を強く望む
声が届いています。
　本事業の対象家庭は、全国 47都道
府県すべてに上ります。福島県では、
平成28年 10月時点で約２万人もの子
どもたちが県内外で避難生活を送って
います。（福島県こども・青少年政策課
公表）また福島県だけでなく、宮城県、
岩手県など広範囲の被災地でも、被災
した多くの子どもの就学支援が行われ
ています。経済的な支援を必要とする
子どもたちは多く、今後も継続した支
援が必要です。子どもたちの就学・修
学のためには、長期的な支援がなくて

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書

意
見
書

はなりません。
　「被災児童生徒就学支援等事業」に
よる就学支援は非常に重要です。しか
し、事業に係る予算措置は単年度のた
め、今後、本事業が終了若しくは規模
が縮小することとなれば、自治体負担
となり、被災児童生徒の就学支援に格
差が生じることも危惧されます。平成
30年度以降も本事業を継続し、必要な
財政措置を行い、被災した子どもたち
に継続した就学支援を実施できるよう
にする必要があります。
　このような理由から、下記の事項の
実現について、地方自治法第 99条に
基づき、意見書を提出します。

記
１�．東日本大震災によって経済的に困
窮している家庭の子どもたちの就学・
修学を保障するため、平成 30年度
以降も、全額国庫で支援する「被災
児童生徒就学支援等事業」の継続と、
十分な就学支援に必要な予算確保を
行うこと。
　平成29年６月26日

福島県伊達郡桑折町議会　

　復 興 大 臣　吉野　正芳　殿
　文部科学大臣　松野　博一　殿
　総 務 大 臣　高市　早苗　殿
　財 務 大 臣　麻生　太郎　殿

P.3
の
陳
情
審
査
に
対
す
る
意
見
書

お知らせ
　9月定例会は〝9月上旬〟
に開催予定です。
　28年度の決算がメインに
なります。
　ぜひ傍聴においで下さい。
　また、「議会だより」秋号
発行後に、議会報告会を予
定しています。
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「……桃畑のおじさんに箱につめられ汽車

ポッポー……」（なつメロから）

　県より24年連続「献上桃」の指定を受けた。

　農家が一個一個大事に育て出荷する。市場

で値が付けられていく様子を見る機会を得

た。「もうちょっと高く値を付けて！」と願

い見守った。桑折のブランド「あかつき」か

ら晩生種まで、市場では今年も大きな期待を

持ち、入荷を待っていますよ。

川名　静子

～熱い夏がきたぞ！～

■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　渡　邉　英　直

委員　斉　藤　　　謙

委員　齋　藤　松　夫
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６月定例会

東京オリ・パラに献上桃の提供を
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東京青果で「桃」のセリが始まる
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P17に関連記事が
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「
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だ
よ
り
」
ア
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ケ
ー
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ら
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毎
回
読
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４
名

○

時
々
読
む
　
　
　
　
　
　
　
８
名

「
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
気
づ
い
た

点
・
要
望
な
ど
」

・�

努
力
は
理
解
で
き
る
が
、
読
ん
で

も
ら
う
工
夫
が
必
要
。
内
容
を
や

わ
ら
か
く
。
　
　
（
60
代
男
性
）

・�

他
町
村
で
は
交
通
量
の
多
い
国
道

沿
い
に
多
目
的
施
設
等
を
造
る
が
、

な
ぜ
本
町
は
交
通
量
の
は
る
か
に

少
な
い
県
道
沿
い
に
造
る
の
か
疑

問
を
感
じ
る
。
　
（
60
代
男
性
）

・�

議
員
の
方
々
は
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
一
般
質
問

の
答
え
に
対
し
再
質
問
を
し
て
い

な
い
よ
う
だ
が
納
得
し
て
い
る
の

か
。
　
　
　
　
　
（
60
代
男
性
）

・�

桑
折
町
を
住
み
や
す
く
、
生
き
や

す
く
す
る
た
め
議
員
の
皆
様
に
は

努
力
し
て
ほ
し
い
。
ど
ん
な
細
か

い
事
で
も
町
民
に
「
議
会
だ
よ

り
」
で
発
信
し
て
下
さ
い
。

（
50
代
女
性
）

・�

言
葉
使
い
で
外
国
語
が
多
い
と
わ

か
ら
な
い
。
ま
た
、
町
の
新
し
い

地
図
帳
が
あ
れ
ば
良
い
。

（
50
代
女
性
）

・�

各
議
員
が
町
を
思
い
活
動
し
て
い

る
こ
と
、
実
感
し
た
。
さ
ら
に
、

町
の
未
来
を
考
え
も
っ
と
も
今
必

要
な
こ
と
を
、
施
策
に
反
映
さ
せ

ら
れ
る
活
動
を
望
む
。

（
60
代
女
性
）

・�

日
頃
、
町
の
運
営
に
無
関
心
で
い

る
こ
と
に
反
省
し
て
い
る
。
町
の

為
日
々
課
題
に
取
り
組
ん
で
下
さ

り
感
謝
で
す
。
安
定
し
た
生
活
が

続
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

（
70
代
女
性
）

◎
議
会
傍
聴
か
ら

・�

知
り
た
い
内
容
だ
っ
た
。
ポ
イ
ン

ト
を
つ
い
て
い
る
が
、
町
の
返
答

の
本
音
は
聞
け
な
か
っ
た
。
誠
意

を
持
っ
て
答
え
て
欲
し
い
。
ま
た
、

町
の
賑
わ
い
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
は
誰
も
答
え
て
い
な
い
。
悲

観
的
な
も
の
だ
。
さ
ら
に
、
議
員

の
私
語
は
慎
む
べ
き
、
緊
張
感
が

な
い
の
で
は
。
　
（
60
代
男
性
）

　
議
会
広
報
委
員
会
で
は
発
行
後
、
各
地
区
数
名
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
率
直
な
生
の
声
と
し

て
、
「
町
民
の
声
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
〝
わ
か
り
や
す

い
、
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り
〟
編
集
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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